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序

当市の人口は現在40万人におよび、四国の雄都として日夜発展の一途をたど

っており、その増加数は著しいものがあります。人口増加数と正比例して、宅

地造成あるいは生活基盤としての道路建設等の諸開発によってめまぐるしく地

域社会の変貌をとげているのが現状であり、これらの要因によって、埋蔵文化

財の調査も必然的に多く実施され貴重な多種の遺構、遺物の発見に至っており

ますのもご案内のとおりであります。

本報告書もその一例であり、南海道古代人の確かなあかしの一端が解明され

たものでありまして、４地域の遺跡をここにまとめたものであります。

私どもは、最大の責務としてこれら祖先の残した貴重な文化遺産を多くの人

達の御理解と御協力を得て保護顕彰し、後世に継承するものであります。本市

において、あたかも本年は国際観光温泉文化都市の施行30周年を迎え、つとに

健やかな教育文化の振興をめざしているものでありますが、特にその中でも白

鳳期の寺院跡として発掘調査を行ってきました来住廃寺跡は、中央と地方の関

連を証明する上でまことに貴重なものでありまして現在は順次買収、保存整備

を行っており、今後の活用についての研究及び出土品の保存施設等についても

順次検討を行い、文化財の保護について万全を期す所存であります。

最後に、本遺跡の調査にあたって御協力下きいました関係各位の皆様に厚く

お礼を申し上げます。

昭和56年３月31日

松山市教育委員会

教育長西原多喜男
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4．調査における遺構測量は、池田・松村・西尾・越智・沖野があたり、遺構

写真撮影は森・池田・西尾が主に行い、遺物整理及び復原は松村・池田が行

う。本書の作成にあたっては、遺物の整理・実測、写真撮影、製図をはじめ

執筆は主に森が行った。本書の文責は森光晴にある。
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ている。
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Ｉ浮穴遺跡

１行政的位置と発掘経過

本遺跡における行政的位置は、松山市森松町832番地であり、北緯33度47分44秒と東経132

度47分13秒の交差する位置にある。地域は松山市立浮穴小学校敷地内である。同校の給食セン

ターの改良拡張工事に伴う緊急調査を実施したものである。

調査は、昭和52年７月27日より８月７日までの12日間で実施したものである。

調査対象面積は15ｍ×20ｍの300ｍ‘である。調査対象地域が運動場であるために、小学校

の夏期休暇と平行して実施され、作業の安全と工事の日程から、センターの拡張面積部分に

おいて調査を実施した。

２地理的環境

浮穴遺跡は、重信川を主流とする右岸にあり、北面には内川をはじめ、小野川及び堀越川

が、重信川に平行して西流する地域に所在する。小野川の源流である小野谷の山麓部から、

鷹ノ子及び来住町一帯に広がる洪積台地は、西延して星ノ岡独立丘陵(75.0ｍ）へと続き、こ

の洪積台地の南端部を大きく右回しながら、星ノ岡独立丘陵の南麓部を西流したのち、天山

独立丘陵の南麓部で、東野谷に源流をもつ川付川と合流したのち、石手川と和泉．市坪で再

び合流する。これら四国山脈より分岐した丘陵は、観音山(518.3ｍ)から桧皮峠を経て芝ケ峠

(282.2ｍ)へと起伏を減じたのち、起伏は急激に減じ洪積台地の北久米を経て星ノ岡丘陵に及

ぶ。この丘陵部の山麓一帯に広がる洪積台地端部には、数多くの泉が扇状に点在する。

洪積台地の南端部を右回する小野川より、重信川に至る地域は両河川による氾濫源であり、

最近までは毎年の如く冠水状態になることも多く、また数年に一度は洪水の憂き目を見てい

る地域でもある。昨今では堤防の工事も進み洪水の恐,怖はなくなったものの、内川そのもの

１
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３歴史的環境

浮穴遺跡は、重信川(伊予川）の右岸に広がる遺跡である。重信川右岸に平行して西流する

内川との間に発達した遺跡であるが、高井の波賀部前方後円古墳(波賀部の大塚）を中心とす

る。周辺部には、かつては小規模な円墳が造られていたが、現在はそのすべてが耕地整理等

の土地改良により、その姿を消している。耕地の片隅に点在する小洞は、いずれもこれらの

塚が縮小されたものである。また、同遺跡の北方約100ｍには中ノ子廃寺がある。中ノ子廃
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第１図浮穴遺跡発掘区全測図

随一侍一一一一一一一、

は、重信川の河床より低く一雨増水の河川である。これらの地域内に点在する島状の微高地

に、現在、弥生後期以降の集落及び祭祁祉・墳墓地等の遺構が発見されるようになり、沖積

平野部における遺跡の広がりが把握されるに至った。



Ｎ

松山平野の発展推移を察知する遺跡でもありうる。

５ ６ ７２ ３０ ４

Ｓ

〃
〃
有

砂層

寺には数個の礎石を残す以外には、その痕跡を残さない程に地面は剥平され耕地化している。

僅かに神社が建立され、方50ｍが社内として残されている。

この廃寺を取り囲む形で数多くの塚が存在していたものと推察される。数年前に農道と潅

概用水路拡張工事中に発見された遺構によれば、木棺直葬による土塘墓で、幅70cmと長１６０

cmのもの、幅50cmと長140cmの小規模な遺構であり、副葬品としては、二個の須恵器の坪が

出土しているが、いずれも８世紀初頭頃に同等される奈良期の遺物であった６

以上、周辺部の遺跡について記述したのであるが、浮穴遺跡は極めて小範囲に、しかも重

信川と内川の両河川に挟まれた、帯状に長くしかも、分断された微高地形に残留する遺構で

あり、また周辺部に広がる遺構は、いずれも弥生時代後期以降に営まれたものが中心となっ

ており、この地域における文化遺物からして、沖積地への開発経過を知る貴重な遺跡であり、

機物あり

溝断面２ １．真砂土

２．耕作土

３．赤褐色土

４･酸化鉄分を多量に含む床土(羽土層）

５．黒褐色の粘性土で遺構検出層

６．砂喫層、ヤマトシジミを採集

７．黄色シルト層

第２図発掘区土壌断面図１

竺厘・デ易'′

レ
キ
層

、

４



４検出された遺構(第１図）

調査対象区内で検出された遺構は、大きく３区分される遺構であった。

１．弥生後期の時期に同等される、複合口縁の大型の壷形土器を埋設した土墳墓

２．調査区内を東より西に流路を上る、溝状遺構を検出

３．旧校舎の柱列並びにそれに付属する廊下の一部を検出したが、３の遺構については、

明治以後の遺構であるため、本報告書では３の遺構についての詳細は割愛し、１の遺構

と２の遺構についてのみ記述するにとどめたい。

７ ５ ４ ３ ２ １ ０

Ｅ

1２ 1１ 1０
９ ８ ７

Ｗ

５

第３図ＥＷ走向の土壌断面図

(1)柱穴列遺構

発掘区は、浮穴小学校校庭の南西の隅で約南北15ｍ、東西20ｍの約300,2である。検出さ

れた遺構は第２図の土壌断面図に見られる第５層で検出されたものである。遺構の基盤面で

ある第７層は、黄色粘土層であるが、所々にシマ状に乳白色のシルト層を含む。シルトの層

は厚い所で70cmを計測した。溝状遺構及び土壌墓は、このシルト層内で検出された。

発掘区内を東西に４条の撹乱層が検出されたが、これらの撹乱層は第２、３図にみられる

Ｋ地点であるが、内にはＫ２で示す地点で、第７層のシルト層に掘り込まれており、明らかに

後世における遺構に関連のある掘り方と見られＰ,～Ｐ９の柱穴に関係するものと推察された。

Ｐ１～Ｐ２の素掘の柱穴は､図版第８図及び第９図に見られるもので、柱穴の周囲には、粘土と

喫岩でもって叩きしめが見られ、柱穴は見事に遣存していた。

５



(2)溝状遺構

溝断面図２で見られる埋積土であった。埋積土の上部層である砂層には、図版第２図の３

に見られるヤマトシジミが検出された。貝殻は実にしっかりしており、前述の柱穴を穿った

時期まで、清流が見られたものであろう。溝幅は最大１ｍで、上流部では狭まった流路であ

る。溝の両岸(法面)には、第１図に見られる群杭が打ち込まれている。流路を東北東より西

流する曲折点付近では、西岸の開析が大きく、柱列よりはるかに広い川幅となっている。溝

(小川)の床面よりの堆積層は図に示す堆積層序であるが、検出されたヤマトシジミは、いず

れも川の堆積砂層の上部第１層中より検出され、他の層序からは貝殻を検出することはでき

なかった。このことにより、これらのヤマトシジミは生きた状態で埋蔵されたことが推察さ

れる一方、小川には清水が流れていたものであろう。

ＴＰ１
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第４図１号土墳墓実測図及び断面図
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（３）土壌墓遺構

本遺跡で検出された遺構中最大のものである。土塘墓は３基検出されたが、いずれも大型

の壷形土器と壷形・深鉢形の土器で蓋をするという、合せ口の壷棺埋葬方法を採るものであ

る。

１号土塘墓（ＴＰ１）～第４図

第４図に示すＴＰ１は、主軸方向を東西に採った、合せ口の壷棺埋葬墓である。長径

125cm、短径90cmの長方形の掘り方を持つ。掘り方の床面は断面図Ｂ－Ｂ'に見る有段を持つ

床面となっている。また、短径部の断面Ａ－Ａ'においても有段の掘り方となっている。壷棺

の埋葬位置と掘り方の位置関係から推察して、壷棺埋葬時における第二次的な掘り方で、壷

棺を安定させる目的と補足的な掘り込みとみられる。

２号土塘墓（ＴＰ２）～第５図Ａ

第５図Ａに示すＴＰ２は、主軸方向を東西に採った、合せ口の壷棺埋葬墓である。第

５図Ａに示す遺構は、長径130ｃｍ・短径約70～60cmと推定される。遺構の南面位置が、前

述の後世での撹乱により切られ不明である。ＴＰ２での壷棺の埋葬方位は、土壌墓の掘り方

長軸方向と一致しているが、壷棺の頭部位置方向は、ＴＰ１とは逆の方位に埋葬されて、Ｗ

面を頭部位置としている。土塘の掘り方においても、ＴＰ１とは若干異なり、第二次的な掘

ＴＰ２

Ａ′

拶〆

［
Ｂ

Ａ

堂≦二二≦
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富~’ Ａ′

Ａ

第５図ＡＴＰ２（土塘墓）断面図及び平面実測図
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り込みはみられない。わずかに底部位置を座掘りする程度の掘り方を部分的に行っている。

本遺構は撹乱のため、上部半部はすでに剥平されており不明の部分が多く、遺構そのものが

半裁された状態である。遺構断面図に見える如く、ＴＰ３の掘り方断面図より浅い掘り方に

なっている。

３号土稜墓（ＴＰ３）～第５図Ｂ

３号土墳墓ＴＰ３は、主軸方向はＴＰ２と同一方向であるが、僅かに北に偏した掘り方と

なっている。掘り方の平面プランは、直口壷を想定させる掘り方である。掘り方の全長は、

115cmと97cmとなっている。掘り方の直口の頚部を思わせる付近では、６７cmと-20cmの狭ま

りが見られる。また長辺部側においても、壷棺の底部付近は壷の底部に合せる掘り込みが

見られ、前述の壷棺に形取った掘り方となっている。床面の掘り方は水平に保たれ、わずか

に棺の胴部の部分を掘り込み、棺全体の安定を保つ掘り方となっていた。

５遺物

遺物の内、文化的遺物は第’号～第３号土橋墓出土の大型の壷形土器と、壷棺の蓋に使用

された深鉢形土器と壷形土器である。

ＴＰ１の壷棺では、壷棺部をなす壷形土器は、口縁部は欠失しているため不明であるが、

頚部径20cm、胴部での最大幅59cm、平底の底部径14cmで器高50cmである。全体の器形からみ

て底部は小さい。２．５cmと肥厚な底部より大きく外竜して立ち上がり、胴部最大径は、頚部

と底部の器高に対して％位付近にあり、ずんぐりと安定感を感じる器種である。表面は櫛描

きによる成形の後、へらによる磨研仕上げとなっている。内壁面は黒褐色を呈し、斜行の櫛

描きによる成形で仕上げとしている。胎土中には０．５cm以内の角喫を含んでいる。蓋部であ

る深鉢形土器は口径31.5cm、器高27cmで、わずかに６cmの平底を有する土器である。内壁部

は、指頭によるナデ仕上げである。器表面は、縦走向の櫛描による成形となっている。口縁

部は外反し、〈の字状口縁をもっている。

ＴＰ２の壷棺は、すでに蓋部は蓋部の痕跡を残すのみほどに撹乱をうけ、わずかに棺部の

み％以下の出土を見ただけである。棺部をなす壷形土器は、ＴＰ’と同様の技法によるもの

であり、図版第５図の３に見る如く、器壁には櫛状施文具による仕上げとなっている。Ｔｐ１

の棺と同様に内部色は黒褐色である。

ＴＰ３の壷棺はＴＰ２より２ｍと離れない位置にあり、被葬者の頭部位置も同方向に埋葬

されていた３号墓である。

だが、棺の蓋部はＴＰ１とＴＰ２が共通しており、ＴＰ３は他の２基とは異なる蓋部であ

った。図版第５図に見られる如く、棺部である壷形土器に対して、蓋部である土器も同様に

同器種の壷形土器を使用する点は、ＴＰ１～２と異なった埋葬方法である。

棺部は１～３号共に共通して頭部でカットをした大型の壷形土器である。蓋部は、同様の

８
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第５図Ｂ３号土墳墓平断面実測図

壷形土器を、胴部の最大幅を有する付近で切り、蓋部として活用したものである。

棺部をなす土器は、平底９cm、頚部径30～25cm、胴部最大径54cm、現在器高55ｃｍ

蓋部をなす土器は、平底７cm、頚部径不明、胴部最大径52cm、現在器高30cｍ

２号墓は上部欠失した遺構であり不明であるが、１号・３号墓に棺部の壷形土器の基底部

付近に外部より打ち抜いたと見られる小穴が穿たれている。（図版第７図の３参照）出土時に

見る小穴の位置は、横転させた棺の上部位置に穿たれた状態での埋葬位置を取っている。ち

９



埋葬以なみに、内部に充填した土壌からは、穿たれた小穴位置の小片を発見しない所から、土

前に小穴は穿たれ、埋葬時に上部に小穴が位置するよう配慮された埋葬と考えられる。

底部径9.3cm、胴最大44Ｃｌ器高60cm
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蕊

発掘前の校庭 灘

溝の両法面に打ち

込まれた群杭と後

世につきかためら

れた喋岩（撹乱部

のつきかため）

(浮穴遺跡ｌ）

図版第１図発掘状況Ｉ

表土下に検出され

た溝と後世に掘り

込まれた撹乱層
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鱒
蕊

蕊蕊蕊議灘

灘
（浮穴遺跡２）

図版第２図遣物出土状況

塔１

蟹

合口壷棺の出土状

況

Ｗ面より写す。

同遺構をＳ面より

写す。

手前ＴＰ１

中央ＴＰ２

奥ＴＰ３

ＳＤＯ１の溝状遺構

出土のシジミ貝



発掘区全景

溝状遺構

合口壷棺の採集後

の遺構

(浮穴遺跡３）

図版第３図発掘状況２
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図 版第４図土壌墓その１

土塘墓(ＴＰ）Ｎｏ１

の壷棺出土状況

壷棺墓の、ほりか

たい部分を掘り下

げた状況

Ｗ面より壷棺の底

部とほりかたの床

面状況



２号土渡墓

水道管埋設のため

に％程度の遺構及

び壷棺の欠損が認

められた。

Ｎ面より写す。

合せ口である蓋部

は、その痕跡を残

すのみに欠失して

いる。

土器内壁面に明瞭

に残された櫛によ

る成形痕がある。

(浮穴遺跡５）

図版第５図±墳墓その２



Ｅ面より写す。

蓋部が大型の壷形

土器を胴部でカッ

トした転用器物で

ある。

３号土拡墓

合口壷棺墓、蓋部

である。

Ｗ面より写す。

(浮穴遺跡６）

Ｓ面より写す。

合せ口付近が遺構

のほりかた(掘方）

が最大幅となって

いる。

図版第６図土墳墓その３

議識

蕊識

霞

睦迩N国司唾認ｑ２溌寵

ｒ
》
蝉



土塘墓３号の遣方

測量

(水糸は10cm）

底部は円形に、蓋

部(頭部)は直線的

な掘り方となって

いる。

右３号

左１号

復元された壷棺

(浮穴遺跡７）

図版第７図土壌墓その４



P,～Ｐ９はいずれも

掘立杵建物の柱穴

である。掘り方と

柱穴、柱穴と掘り

方間の栗石、粘土、

喋岩のようすがみ

える。

蝿;鮮溌

;識溌

露

図版第８図柱穴の出土状況１

ifJ鶏i蟻
癖
．、

腰
田
割
１

(浮穴遺跡８）

【

左は土稜墓１号の

遺物採集後の土塘

墓の掘方状況

篭

》
鵜
・

魚
凸
一曇

》

で
藷
が

．
》

Ｉ
羅
‐
‐
‐
‐
‐
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』，

燕
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昔
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(浮穴遺跡９）

図版第９図柱穴の出土状況２



西石井荒神堂遺跡



Ⅱ西石井荒神堂遺跡

１行政的位置と発掘経過

永井マンション建設に伴う発掘調査を実施したものである。行政的な位置は、松山市西石

井町244番地の1で地目は水田である。絶対的位置は、北緯33度48分35秒と東経１３２度46分

40秒の交差する地点付近である。永井社長の埋蔵文化財への関心も高く、発掘調査に際して、

耕作土の排除作業をはじめ、作業小屋を建設するなどの御協力をえたことを深く感謝する。

同時に記録保存についても多大の御協力をいただいたことを重ねて感謝したい。

発掘は昭和51年11月25日から12月16日の延21日間に実施された。

２発掘日誌の概要

昭和51年

１１月１６日火晴発掘対象地に冗字状のトレンチ設定、幅60cmで耕作土をユンボ

で掘削、トレンチ実施位置を赤に平板測量‘
１１月１７日水晴トレンチの地層の層序について断面部の実測図作成。層序断面

は東西にＡ～Ａ'を全域に取る。Ｂ～Ｂ'をＡ区に、Ｃ～Ｃ'をＢ区に

て実施。

この結果により、東半分にあたる地区をＡ区とし、特に遺構検

出の可能性が高いため、グリッド設定による発掘区とし、西半分

にあたる発掘区では、ＳＮに走る溝状遺構がトレンチにみられる

が、他の部分には包含層がなく、溝状部の調査に縮小した。調査

員立会による表土剥ぎ作業。

－１１－
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蕊

Ａ区のグリッド設定、杭打ち、グリッドは４，２を取り、各々の

グリッド壁を25cmの畦、計50cmのセクションベルトを取る。グリ

ッド名は南北にＡｏＢｏＣｏＤを、東西に東より１．２．３．４

．５を設定した。

ＢＭは、国道33号線東石井(天山一級標準点)23.68ｍより発掘地

点の海抜20m41cnl8mmを得る。

各グリッドの壁面及び残土の整備、午後より遺構検出にかかる。

α,よりα2に西流する浅い溝状遺構が検出される。

２８日が雨天のため、２９日はポンプアップと発掘諸準備、３０日

α2グリッドにおいて、三日月状の土擬遺構を検出、土器片多数検

出をするに至る。

土塘遺構をＳＫＯ１とし、遺物の取り上げにかかる。

各グリッドの測量開始（ｓ＝市)､遺構と遺物は（ｓ＝命）と
する。コンターは５cmで同時に測量、本日Ｄ１ｏＤ２とＣｌとＣ２の測
＝

軍。

古照資料館にて出土遺物清浄、測量図,点検

Ｂ５ｏＣ５・Ｄ４ｏＤ５の検出作業、ＳＫＯ１の掘り下げ

全測及び遺構測量の実施（Ｂ１ｏＣ１ｏＢ２ｏＣ２・Ｄ２)、遺構検出作

業グリッド（Ｂ５ｏＣ４ｏＤ３・Ｄ４ｏＤ５)、遺物の取り上げ作業（Ｄ３)。

１１月27日土晴天

i１月30日火晴天

12月１日水晴天

１２月２日木晴天

12月３日

１２月４日

１２月６日

金
土
月

雨後曇

晴

晴

鍵

ボオ誌霊山

－１３－

靴
鐸
曙

い
静
溌

・
錐
癖
騨
恩

娠
玲
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壱
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龍

一
宇
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掌韓一関錘u鶴

羅塗篭．坐尊”・霜響篭癖碑
野 圃

詮認
一己ﾛ

Ｆ１

11月26日金曇天

鐸靭零

磯

(西石井荒神堂遺跡調査風景）
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雨

晴
後
晴

墨
三

日
月
火

Ｄ3グリッドをＳ＝充で測量、Ｌ＝50で遺物採集、土塘墓(TP2）

に発展する。Ｂ２・Ａ２・Ｂ３の遺構測量、Ａ３で竪穴住居ＳＢＯ１を検出、

炭化植物遺体の測量。

ＴＰ２のＥ～ＷとＮ～Ｓの断面測量、Ｓ＝完(平板測量）と遺方

測量を併用し後日参考とする。Ｄ４．，５．Ｃ４・Ｃ３の遺構測量。

測量班を残し、古照資料館で遺物整理。

Ｄ４にて検出のTP4完了､Ｄ5.,4の測量S=完．Ｓ=市完了、
Ｄ３ｏＣ３．Ｃ2での遺構測量

各グリッドのセクションベルト排除作業

ＴＰ３の断面層序計測、ＴＰ３の検出続行（集石、炭化物あり）。

ＴＰ３の検出作業続行、Ａ２のＳＫＯ１の遺物と遺構の検出作業を続

行、Ｂ区の溝遺構の測量完了。

ＴP3の（S=市)測量､TP2の蓋付壷棺取りあげ､SBO1を

12月９日木曇天

12月１０日金曇後雨

12月１１日土晴

１２月１２日

i２月１３日

１２月１４日

１２月７日火晴

12月15日水晴ＴＰ３の（Ｓ＝市)測量､ＴＰ２の蓋付壷棺取りあげ

Ａ４での柱穴と壁面の検出作業、壁面と周溝を確認した。

12月１６日木小雨各遺構の最終測量を実施し、調査を完了した｡

(西石井荒神堂遺跡発掘状況）

－１４－



３環境

自然的環境

西石井荒神堂遺跡は、国道33号線を立花町より南進した僅か１．５km付近で、松山平野の南

部に点在する独立低丘陵（残塊）の天山・東山・星ノ岡・士雲山に近い。国道33号線に架る

天山橋は、あたかも小野谷を発した小野川と東野丘陵に源流をもつ川付川の合流地点でもあ

る。小野谷の山麓地帯に扇状地を形成した小野川は、扇状地形南端久米窪田付近で流れを西

流にとる。久米及び来住町に広がる洪積台地の南端部を開析したのち､来住町付近では右回し西

端部を回春して、星ノ岡低独立丘陵の南面を西流し、ふたたび大きく右折してのち西流し、天

山独立丘陵と東山独立丘陵の両岸をうがって天山橋に出る。流水が増せば一夜にして天山丘

陵東麓一帯（川付・竹ノ下ｐ星ノ岡町）の団地は冠水し大きく婚流したのち、天山橋へと濁

流したのち市坪付近で再び松山平野二大河川の１つである石手川と合流して、水勢は更に増

して一級河川である重信川に出合で合流し伊予灘に注ぐ。

砂礁層を有する沖積平野である重信川と小野川流域の中間位置を西流する内川がある。内

川は川内町日吉谷に源流する河川でやや重信川に偏して西流し、松前町中川原付近で重信川

と合流する河川である。だが、当地域は水利の便が悪く、古くは東山丘陵の西山麓面に溜池

をもつ他、多くの泉による地下水の汲み上げによる農業用水にたよる他は、井門町における

内川水利が主たる農業用水として活用された。

前述の如く砂喫の多い耕作土の上にシルト層は薄く、しかも細砂まじりの砂質粘性土が、

耕作地の基盤面をなすため吸水性が大きく、しばしば水争議が発生したとの記録も多い。

だが水田耕作地としての土質はよく、現在にいたるも水田地帯として利用され畑作地は少

ない。ただ昨今では宅地化へと地目変更が激しい｡地目変更が進行する内でも､主たる耕地利

用は水田耕作地である。

－１５－



歴史的環境

伊予風土記逸文に伊予の三山と呼ばれる天山・東山・星ノ岡は、当遺跡とは直線で僅かに

南方500ｍの位置にある。古くから大和朝廷とのかかわりあいがしのばれるが、これら三山

には旧石器の遺物をはじめ、縄文時代の土器や石器が採集されている。だが、これらの遺物

の時代に相当する遺構についてはまだ検出されていない。しかし弥生時代の遺跡は、これら

の丘陵をはじめ山麓周辺部全域から発見されており、今日までに発掘調査を見た遺跡も多く、

特に弥生時代前期の合せ口壷棺を出土した松山市立東石井小学校（越智遺跡）をはじめ、天

山独立丘陵の西端部に位置する天王ヶ森では弥生時代中期より後期にかけての土壌墓が検出

されている。しかも天王ヶ森遺跡は弥生時代に円形に地山を削り出した円形台状墓を、古墳

時代には当遺跡を占地して天山二号墳が造営きれていた。また同丘陵の東端部では、天山一

号墳があり、一号墳からは神獣鏡が出土している。更に東山丘陵ではかっては、愛媛ハイツ

として開発された丘陵部に少なくとも６基、５３年度開発にともない発掘調査が実施され検出

された古墳は８基、現在緑地公園として保存されている部分に14基の開口せる古墳がある。

また星ノ岡丘陵上には、現在確認される保存良好な古墳が17基がある。しかるにこれらの地域

での戦前、戦後の諸開発行為により破壊された文化財は実に多い。またさらに三丘陵の山麓

地域にも塚と呼称される直径10ｍ以内の小円墳がかっては群集していたが、現在はことごと

く壊滅し、僅かに星ノ岡町に’基、福音寺、川付付近に３基､天山町の墓地に’基が平野部に残

されている。これら平野部における古墳の造営は半地下式のものが多く、古墳時代の後期か

ら終末期のものが多く見られる。ちなみに荒神堂遺跡周辺部においても、３基の横穴式石室

があり戦前に壊滅したとのことである。また前述の越智遺跡からも円形周溝をともなう古墳

が２基検出されており、古老の伝える処では７基の古墳があったという。

遺跡の南面に広がる沖積平野には、弥生時代から古墳時代の遺跡が広がっており、居相．

土居．古川・南土居、南中、椿遺跡が､また東面には三山の遺跡群の他に、星ノ岡．北久米．

前川・来住・高畑・筋違遺跡が、北面には天山北．小坂．中村．朝生田遺跡と実に多い。

これら遺跡の広がりはさらに三山を囲む位置に点在する奈良・平安時代の廃寺においても同

様に、国指定の来住廃寺をはじめ、中ノ子．朝生田．中村廃寺が指呼の内にある。また式内

社の伊予豆比古命神社は氏子社である。

－１６－
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第６図荒神堂遺跡発掘区全測図
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④

主要な発掘調査区としてＡ区とＢ区を設定したが、Ｂ区は後世の氾濫により遺構面を僅か

に残すのみの状態であったため、本報告書では割愛し、Ａ区における遺構についてのみ報告

をしたい。Ａ区は南北15ｍ、東西20ｍの約300,2が対象面積である。

発掘区全域より大小様々のピットを検出してはいるが、明らかに構築物等を推考しうる遺

構には乏しく、第６図に示す出土状況であった。これらの内、特に注意をひく遺構に土塘

墓遺構がある。土墳墓遺構は、発掘区内で５基を検出しているが、５基はいずれも埋葬状況

及び埋葬形態を異にするものである。その他に竪穴式住居杜１基が検出されたが、住居の全

４検出された主な遺構
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竪穴式住居杜は、第６図に見る位置に竪穴式住居の％部分を検出した。他の部分は発

掘調査区外にあり、調査不可能であった。遺構は第８図で示すごとく、住居内の床面よ

望冨淘淘烏目叩

第７図発掘区地山面（遺構）の地形実測図
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(1)竪穴式住居辻（ＳＢＯ１）

１

ＴＰ３

ＳＢＯ１

貌は発掘区域上不可能であった。この竪穴住居杜の東方４ｍ位置で貯蔵穴を１基検出したが、

この遺構とて発掘区をややはずれる位置であったが、施工主の好意により調査が実施された。

その他に溝状遺構１溝が検出された。（第６図参照）

２

Ｉ
側ｉリ



第８図１号竪穴住居祉平断面実測図

Ｎ

Ｗ
Ｅ

－１９－

ＥＷｏ

リ多量に木材の炭化遺体を検出した。この炭化遺体により火災により廃絶した家屋と見るこ

とができる。竪穴式住居は、直径６ｍの円形竪穴式住居杜である。竪穴の壁面には、浅い貧

弱な周溝をめぐらしている。検出された柱穴は４個である。これら検出された柱穴の心心間

距離はＰ１～Ｐ２で145cm、Ｐ２～Ｐ３で130cm、Ｐ３～Ｐ４で140cmが計測される｡以上の数値が示す心

心間距離の公約数を130～145cmとして一巡させた場合、Ｐｌ～Ｐ４の柱穴が壁面からそれぞれ１

ｍ間隔の位置に穿たれていることも考慮して合計９本の柱穴が算出される。Ｐ１～Ｐ４の柱穴の

直径は20～15cm以内のもので、割合に小振りな柱穴である。柱穴はいずれも50～60cm、地山

に掘り込まれた素掘りのもので、柱穴の底部は喫層に達した掘り込みがなされている。

柱穴Ｐ４の側に焼土があり、炉祉と見られるが灰層も薄く、中央位置に更に１個所検出され

る可能』性がある。

断面ＥＷに見られる第５層はシルト層であり、このシルト層に掘り込まれた住居である。

ちなみに断面の層序は、１は耕作土壌である。２は有機物の混入の多い茶褐色土層のＢ１

層である。３は酸化鉄分を含む円喫と砂層が混入した赤褐色土層Ｂ２層である。４は黒褐色の

火山灰土を含む文化遺物層である。５は黄褐色のシルト(粘土)層で、所により乳白色のシル

一一口一夕一＝_＝二-一一二一▲■色色一一一■一

一
一

Ｆt二三二三三蒜三幕二蒜三蒜蒜リ
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第９図土積墓遺構の遺物出土状況と平断面実測図
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トを混入した層序となっている。６はＧ層の砂喋層である。第５層はＡではかなりの層厚を

持っているが、Ｂ区では殆んど消滅すると共に、４層も殆んど認められないまでに消滅する。

（２）土壌状遺構と土壌墓遺構

土塘状遺構としての最大規模のものとしてＤＫＯ１と、土壌墓遺構としてのＴＰ１～ＴＰ５まで

の５基を検出した。内でも土墳墓遺構は、各々特色をもった遺構が検出された。特にＴＰ１、

ＴＰ２、ＴＰ３は本遺跡で特筆すべき遺構であろう。これらの遺構の規模はほぼ同一規模であ

るが、墳墓の埋葬形態に変化がそれぞれに見られた。特に紙面の都合もあり、特色のある３

基についてのみ記述するにとどめる。

１号土壌墓（thepit＝ＴＰ１）

ＴＰ１号は、第９図に示すものと第10図及び第11図に図示する遺構である。ＴＰ１号は上

部遺構と下部遺構の複合遺構である。それ故に埋葬時期を異にする遺構と判断されることか

ら、上部埋葬遺構に先行する下部埋葬遺構から記述する。

ＴＰ１は直径70cmの円形土墳墓で､地山であるシルト層を140cm掘り下げている。この掘り

下げは完全にＧ層である砂喫層に達する掘り込みとなっている。

第９図のＡ・Ｂ.Ｃは、ＴＰ１における遺物の出土状況図である。Ａは深度60～70cmにお

けるものである。これらの遺構の中には、斜線で示す植物遺体（木片）の出土がある。その

他の遺物は土器類の破片であった。Ｂは深度80～100cmの遺物で、斜線をほどこすものは石

である。その他は土器で中央に大きく円を描く遺物は、大型の壷形土器である。Ｃは１００～

140cmの最下部で検出された大型の壷形土器の破片である。

以上Ａ－Ｃの遺物出土状況の内、７０cmから80cm位置では完全に無遺物層で、しかも粘土の

層が充填していた。また、Ａの遺物包含層の上部は、下部遺構が判別できない程に粘土でも

って密閉されており、わずかに土墳墓の壁面に黒く円周を描いた汚染層がみられ、下部に遺

構が存在する可能性ありと判断し得た程に、粘土による密閉がほどこされていた。しかも粘

土層は固く踏み固められた状態にあり、同下部遺構内へ10～15cmの踏み込みがみられた。

また、土器の出土を見たＡ断面の状況とＣ断面における遺物とは完全に遺物が異なると同

時に、いま一つ、ＡとＢとの中間層に明らかに両者を隔絶する意図的な埋葬行為が推測され

た。すなわちＡとＢ層の中間に明らか』こ粘土による密閉があり、この密閉層となっている粘

土内からは遺物の包含はなく、しかも汚染されることのない純粋な粘土で閉塞されていた。

また、Ｂ層とＣ層の埋積土は共通しており、所々に黄褐色のブロック層を含むとともに、

出土する遺物はこれまた同様に復原しうる同一遺物であるという共通性が認められた。Ｂと

Ｃは同一遺物であることは前述したとおりであるが、Ａ・Ｂ．Ｃ層共に、上部遺構の造営時

に何等かの行為が意図的に、または無意識的に行われたものと推測される。

－２１－



第12図に見られる上部遣

構造営による、上部50cmの

地上削平行為は、少なくと

も下部遺構に対する重圧行

為が考えられると同時に、

下部遺構の閉塞行為が前述

のＡ包含層の上部に10～１５

cmの粘土層があり、これと

加えた粘土の層厚は、上部

地山削平部分を加算する時

60～65cm厚の粘土による閉

塞行為が考えられる。

上部遺構は、第11図にみ

る粘土榔遺構である。遺構

の最終段階での掘り方は、

第10図及び第11図に見る断

面図での計測値はＳＮでは

100cmであり、ＥＷでは140

cmである。平面での掘り方

は随円形を採る。上部遺構

と下部遺構での掘り方は、

下部遺構では直径70cmの円

形である｡上部遺構では１００

と140という、拡大された土

塘の掘り方である。そのた

め、掘り方断面は有段を持

つ断面図がつくり出された。

上部の粘土榔遺構は明ら

かに舟底形の造りとなって

おり、周辺部には壁面を作

り出していた。内部には土

器片を検出した以外には人

骨等の遺体及び文化遺物は

検出できなかった。粘土櫛

Ｗ

１

〃

ＴＰ１

第10図土擬墓１号Ｅ－Ｗ断面図

第11図土塘墓１号の上部遺構実測図

－２２－

０

Ｅ

〃

》



の蓋部は、削平されているため不明であるが、粘土榔の底部様相からみて、蓋部も粘土によ

る割竹形の粘土床が想定される。遺物は細片のため計測その他不可能である。

２号土墳墓（ＴＰ２）

第12図、第13図、第14図に示す土墳墓遺構である。第12図は、遺物の出土状況を検

出された順序により１～４で示したものである。１では、最上層.で検出されたもので、

完形品に近い附形土器と高杯形土器片と脚部を検出した。その下部より２に示す、文化

遺物を検出した。遺物は壷形土器をはじめ、複合口縁を持つ土器片が第13図の断面に

みるNQ5の土器出土状況である。３は、埋葬主体部の出土状況図である。４は、主体部を取

り上げたあとの土塘内の遺構及び遺物出土状況である。１，２に示す斜線で表示する遺物は

喫岩である。また、４で示す斜線遺物も喫岩である。特に顕著な配石を見る２，４の出土状

況は、明らかに意図的な配石があった。４の出土遺物は、３の埋葬主体部である壷棺の下部

より検出された壷形土器Ａは、口縁部を打ち欠かれた遺物である。その他に、Ｂの土器胴部
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とＣの複合口縁片とＤの杭状木器である。第13図の７は最終段階である。土墳墓遺構の

底部で、Ｇ層面に検出された喫岩出土状況である。一方、ＮＳ断面にみるNQ5の土器遺物は

明らかにシルトによる床面上で検出された。シルトの下部は黒褐色の土壌で埋土されていた。

土壌の底部は60～55cmの円形土塘に、胴径45cmの壷棺が埋葬されていた。

第14図はＴＰ２の平面実測図である。平面図にみられる主体部埋葬用土塘と、上部の供献的

遺構の土塘がわずかに検出されている。ＴＰ３に検出された上部遺構と同様で、共に供献的
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Ｗ一

一Ｆ

３号土壌墓（ＴＰ３）

３号土墳墓は、第15図及

び第16図にみる土墳墓で、

土塘上辺部では直径105ｃｍ

の掘り方を取り、土塘底部

では70cmを、土壌中央部附

近では80cmと、やや腹部に

ふくらみが見られる円形土

墳墓である。土塘の深さは

150ｃｍと掘り下げられて、

基底部はＧ層である砂喫岩

層である。遺物の出土状況

は、第15図にみる状態であ

る。地山のシルト層と平行

する付近は１，２に示す遺

物が検出された。出土遺物

の内、斜線で示すものは石

である。

３，４の出土遺物は、第

16図にみる出土遺物であり、

地山面より３０cm掘り下げら

れた位置での遺物である。

この３と４での遺物はすべ

て破砕された遺物であり、

また、いずれも単独の破片

遺物であった。

第16図のＥＷ断面図にみ

る埋積土の層序は、Ａは遺

物を含む層で灰褐色土層で、

中に粘土のブロック層を混

入した土層である。１は粘

性の強い乳白色の粘土層、

２と４層は、ほぼ同様の黄

褐色の粘土層である。３は

Ｅ

Ｗ一 一Ｅ

－卜

Ｗ

-卜

Ｅ

ＴＰ３

第16図３号土塘墓の遺物出土状況と平断面実測図
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凝結した乳白色の粘土層である。５は黒褐色の有機物を含む土壌であった。なお、層の埋積

土の上層部付近は、粘土塊がブロック状に混入するが、図面化の上で割愛して、明視しやす

い層序とした。

第16図の５と６は、土墳墓内の遺物出土状況と、採集後の様相を図示したものである。

５に示す遺物は、すべて完形の土器類である。遺物４点は壷形土器であり、１点は雲形土器

の計５点の出土をみた。その他の遺物に、桃の実１個が出土した他に、炭化した木板材の一

部が検出された。副葬きれた遺物はＥ壁面に片寄った位置にある。このことにより、被葬者

は西壁面位置に埋葬された可能性が高く、また、ＴＰ２にみる棺部をもたない裸葬が考えら

れる。とはいえ、人骨等の検出はみられなかった。

(3)壷棺の様相と埋設

埋葬主体は主軸を東西に取り、頭部を東に安置していた。主体部は棺部である壷形土器と

同様の壷形土器を底部と基底部を残して打ち欠き、棺部の蓋とした蓋部である。この蓋部の

脱落を防止する意図と考えられる枕石が第'4図に見る位置にあった。

第13図のＳＮ断面に示された土壊墓内の有段は、壷棺埋葬時の足場としての掘り込み

と断定される。この足場の直下に、第12図４において出土した杭木状の木片Ｄが出土

している。この木片が埋葬姿勢を最終的に決定させた器物と見るのは早計であろうか。

また、第12図の４で出土を見た壷形土器Ａ･Ｂ．Ｃは共に完形遺物ではなく、、いずれ

も欠損遺物であるという、埋葬時における副葬器物への一種の宗教的行為と見るべきであろ

う。

さらに、棺部の主体部である大型の壷形土器は、頚部の凸帯部を残して打ち欠くという手

法を採っている。壷棺は平底の底部に胴張のある体部(40cm)をもち、肩部よりや≦内湾気味

にすぼめられ、頚部(15cm)で直立している。頚部には断面長方形の突帯をはりつけている。

また、突帯上表面には相互に交差する箆先による押圧痕が格子目文様を作り出している。器

表面には、櫛描きによる施行が縦走向に施こされた成形となり、基底部附近においては、へ

ラ磨研が、櫛描き成形痕をわずかに残した状態にある。色調は燈色で、やや肩部に赤味が強

い。内壁面は櫛描きの成形で、基底部は縦状に、胴部は横状に肩部から頚部では回転させな

がらの斜行櫛描きとなっている。色調は灰褐色で、胎土厚は底部で２．５cm、胴部１～１．２ｃｍ

と肥厚な土器である。

蓋部に利用された土器も、棺主体部と同様の壷形土器の底部辺を活用して、蓋形土器とし

たものである。蓋部の土器は、円盤状の平底をもつ土器で、底部で大きく外折したのち、ゆ

るやかに内きしながら立ちあがり、体部をつくる土器と思われる。
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（４）土壌状遺構（第17図）

土塘状遺構は、Ａ区の南端部で検出された遺構である。東面と南面は完掘不可能なため明

確ではない。Ｎ面とＷ面で推測される土塘断面から有段の:箱薬研と推測される土壌である。

有段はＮ法面では２段に、Ｗ法面では１段となっていた。土塘は地山を約１ｍ掘り込んだも

のである。土塘底面は砂喫層である。土横内より出土した遺物は多く、特に底部位置で出土

した遺物はほとんどが完成に近いものであった。出土遺物は壷形土器を中心とするもので、

わずかに雲形土器も出土しているが、雲形土器は小型のものが多く、また器形は壷形と区別

の困難な土器が見られる。

５出土遺物

遺跡の出土遺物は、おもに１は土塘状遺構より出土をみた支脚形土器、壷形土器に対して、

２は土壌墓遺構より出土をみた４．９の土器に、３はＳＢＯ１出土の増形土器１３．１４があげら

れる。本遺跡で検出された遺物は土器がほとんどである。（図版第２０．２２図を参照）

（１）土壌状遺構出土遺物

Ａ支脚形土器

第18図の１と２があるＯｌは円錐台状の上端部に二叉の支持手をとり付けた角形の支脚形

土器である．脚部は中空に造り出しており、器表面には平行叩きしめ痕を残している。

中空の内壁面には、指頭による成形圧痕文を２～３段に残している。内壁面の上端部には、

しぼり目をみる。２は角形の二叉の支持手を周囲に持つが、支持手の表壁面は、１より大き

く外電して三日月状の弧を描く造りとなっている。脚部は中空であるが、４段の箆切りによ

り稜をなす切り取りとなっている。円錐台状上端部に着装された、支持手の角部にも０．５ｃｍ

の貫通する小穴が穿たれている。器表面に指頭押圧痕文を無数に残すが、基底部はナデ仕上

げとなっている。

Ｂ壷形土器

１０は丸底に近い不安定な平底から内奮気味に立ちあがり、器高比％付近で体部の最大径を

みたのち、内傾してすぼまり頚部をつくり出した後、やや立ちあがり大きく外反して朝顔

（疎ﾘ爪）状の口縁をもち、口唇端面は垂直な箆切りがみられる。口辺部内壁面は、ナデ仕上

げで頚で稜をなす。口辺部表面は横ナデの刷毛目仕上げである。体部は縦走向に箆磨研がほ

どこされている。内壁面は刷毛による横ナデ仕上げがみられる。体調は黄燈で肩部は削離が“

著しい。内壁は灰褐色で焼成やや軟弱、胎土に粒子をもつ。口径22.2cm、器高34.2cm、頚部

外径９cm、胴計最大径25cm、最大器厚１cm、最小器厚0.8cm。

１５は平底の底部に凹味をもち、体部は大きく内害して球形の胴部をつくり出したのち、頚

部でわずかに立ち上がり、大きく喋り瓜状に外反して口辺部を造り出したのち、口縁部を下方
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に折曲させて口唇端面をパラペット状に造り出している。口唇端面をナデ仕上げしたのち、

４本歯の櫛状施文具により波状文が描かれている。口辺部から体部にかけて櫛描きによる成

形がみられる。口縁部と平底底部中央位置で２cmの歪みがある。

’6は、壷の安定を保つ程度の打ち凹めによる平底である。底部より肥厚を減じながら大き

く内雪する壁面は、体部中位で最大径を取る。頚部のしぼりは弱く、頚部でわずかに直立し

たのち、大きく外反して直線的な口辺部をつくる。口辺部内面にはややふくらみをもつ、口

唇端面は丸くおさめている。頚部内壁面には稜をさす。体部の内壁面は、，0本歯の櫛状工具

による成形が斜方向にみられる。口辺部は共に横走向の刷毛目仕上げである。体部表面の肩

部にはカキ目調整がみられる。縦走向に頚部より底部に向かって擦痕がある。器形に，cmの

歪みが見られる。器高27.8cm、口径17.2cm、胴部最大径21.2cmである。焼成軟弱、胎土に粒

子がある。色調はカーキ色である。

’8は、平底の底部と頚部付近をのぞく薄手の土器である。体部は球形に近い。頚部からゆ

るやかに外きしたのち口唇端面を丸くおさめた、直口に近い壷形土器である。

内壁面は全面横走向による刷毛目仕上げである。体部では基底部は縦走向のへラ磨研であ

る。体部中位では平行叩きしめ文が明瞭に残り、肩部は横ナデ仕上げである。口径８．２cm、

器高27.2cm、底部４cm、最大胴径22.2cmで左右均衡のとれた土器である。胎土には０．５cmを

含む荒い粒子をもつ。

２０は壷形土器の口頚部で、口縁部は輪積手法による複合口縁である。複合の口辺部には４

本歯の連弧状文が２条相い対して施文されている６頚部には断面台形状の凸帯が貼り付けら

れ、凸帯上端面を斜格子目文に箆先による押圧文が施されている。器面は内外面共に走向を

異にした成形が見られる。

Ｃ髪形土器

９は、土塘状遺構出土の唯一の雲形土器である。土器は均衡のとれた、焼成もよい土器で

ある○体部中位には焼煙が付着している。肥厚な平底の底部より、肥厚を減じながら外反し

つつたちあがり、体部中位付近より内窒気味にゆるやかにすぼめられて頚部を造る。頚部で

大きく〈の字状にくびれたのち外湾した口縁部をつくる。口唇端面は垂直でへラ磨研がみられ

る。体部内壁面は底部より頚部に向かう１．５cm幅のへラ状工具によるカキ上げ成形となって

いる○口辺部は内外面共に横走向の刷毛目仕上げであり、刷毛目調整は肩部に延びている。

体部の中位から基底部にかけて、縦走向のへラ磨研がみられる。焼成もよく均衡のとれた土

器である。口径１４．５cm、器高24.4cm、頚部外径12cm、胴部最大径18.4cm。

，土塘墓出土の土器

１９は器高34.8cm、口径12.8cmの複合口縁をもつ壷形土器である。しっかりとした平底(直径

７cm）からやや外傾して立ち上がり基底部を造り出した後、大きくくびれて立ち上がったの

ち、大きく内雪して球形の体部を作る、肩部より内傾してにぶい頚部にくびれをもった漏斗
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状の口辺部をつくる。口縁部の口唇端面に輪積による内傾した複合の口縁部をもつ。器表面

は内外面ともに櫛描による成形である。特に底部の内部壁は、横走向の櫛目がある。

中位以下に２つの円孔が穿がたれているが、円孔はいずれも焼成後に穿たれたものである。

焼成はややあまい。

４は、同じく土塘墓NQ1で出土した土器である。器形．焼成共に粗雑なつくりとなってい

る。平底６cmの基底部でのたちあがりはにぶく、大きく外反したのちに内湾しながら立ちあ

がり、頚部でのすぼまりは弱く、肩部はみられないが、徳利状の底部に広がりのある土器で

ある。

頚部で大きくくびれて噺吸状の口縁部をつくる。器表面は口縁部・体部共に縦走向の櫛描

き成形がなされているが、凹凸の激しい、不均衡な成形土器である。内壁面は、横走向のへ

ラ磨研が見られる胴部と、底部周辺部には無数の指頭による圧痕がみられる。口辺部内面に

は10歯の櫛状工具による横走向の成形痕を残している。

１３は増形土器である。焼成はよく、入念な出来ばえである。口径７cm、器高５．８cmで胴部

最大径７cmである。口辺部はヨコナデとなっている。底部は２．５cmの中央部でやや凹な平底

である。

１４は竪穴住居杜で出土した遺物である。器高８cm、口径７．４cmである。共に平底であるが

14は底部が乳頭状に突起する。口縁部は両器横走向のナデ仕上げである。体部はよく磨研さ

れている。
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６結語

浮穴遺跡と西石井荒神堂遺跡は、共に弥生後期末葉から古墳時代初頭の土墳墓である。両

遺跡での土塘墓は、松山平野における弥生終末から古墳時代への移行期を知るための貴重な

資料を提供した重大な遺跡である。

報告されている浮穴遺跡の３基の土墳墓は、いずれも一定方位に整然と埋葬されているが、

ただ頭部位置については、東西を向く二形態が見られ、頭部位置を統一するという埋葬形態

ではなく、埋葬時の掘り方の統一という形態が、被葬者の埋葬方位に先行する様相が松山平

野では思考される。弥生時代の土墳墓は、松山市上野町釈迦面山前・中･後期の土墳墓、松

山市越智町今在家遣跡、弥生前期の土塘墓、松山市山越町に所在する。山越遺跡では

弥生中期、後期の土塘墓、松山市天山町における天山独立丘陵に所在する。天山天王ヶ森遺

跡の弥生中期、後期の遺構が確認されている。これらの各遺跡での共通点は、前述したごと

く掘り方の方位については、各集落の規模により大小様々な遺構規模を取るものがすべてで

あるが、集落がよって立つ集落自体の産業的性格を表現しているものと推察されるとともに

掘り方や方位が考えられる。

また埋葬形態の内、特に次の諸様相が遺構の性格を特色付けるものとなる。そのＨつは、

遺構内に副葬品を伴なうものと、副葬品を伴なわないものとの二種類に分かれる。(二)では、

外部に遺構を伴うものと、外部遺構を伴わないものとがある。（三)では、土墳の掘り方に一定

の統一を取るものと、未統一のものとがある等々と、土墳墓の規模や,性格については種々の

論議が必要であるが、以上のことがらについては本報告書では割愛して、２遺跡についての

みこれらの様相について記述したい。

浮穴遺跡は壷棺を埋葬した遺跡である。いずれも被葬者を棺に納めて埋葬している。本文

にも記述するごとく、複合口縁をもつ大型の壷形土器を口縁部を打ち欠き、埋葬用器として

活用したものである。打ち欠かれた頚部の口径は、いずれも25cm以下という直径である。

この方法による埋葬について、一つの疑問が生じる。ちなみに、口径25cmでは、いかにし

ても被葬者を直接入棺するには入棺可能な口径ではなく、入棺するには被葬者の死体に何等

かの変化をあたえることにより可能になりうる口径である。だが当遺跡は、水田に利用され

た時期があり、この水田化により埋葬者それ自体に風化活動を急速に進行させたものとみえ、

人骨は環元して遺体をとどめず、また、その他に文化的な遺物もなに一つなく、被葬者につ

いての確証を得ることはできなかった。だが前述の祝谷遺跡においては、貝殻を加工した貝

釧と歯牙を出土している。この歯牙の検出により成人の壷棺であることが知られている。

西石井荒神堂遺跡では、五基の土墳墓の内、一基は壷棺の埋葬墓を検出した。当遺跡では、

土塘の掘り方は浮穴遺跡と異なり円形の掘り方である。図版に示す状態で、蓋部を東方に取

る埋葬形態を採り、浮穴１号墓と共通する方位である。他の２基は副葬品は埋葬しているが、
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壷棺はなく、被葬者は裸葬された可能'性が高い。副葬された壷形土器は、いずれも弥生式土

器の終末期のもの１個体と、明らかに土師式土器の初頭に比定される時期のものである。

浮穴遺跡においては、遺構の掘り方と壷棺を検出したのに対して、荒神堂遺跡における遺

構では、土横墓の上部遺構の一部分（閉塞状況）を検出でき、土墳墓の閉塞は粘土により完

全に行ない、しかも、閉塞行為以前に土橋墓内で仮閉塞が実施されていた。挿図に見る粘土

榔状の遺構には、明らかに破砕された什器が検出され、しかも意図的に完形品を忌み嫌らっ

たとみられる出土状況であった。この破砕遺物を内蔵さす形で、上部に更に一層の粘土によ

る封土があった。この封土上には、円柱を持つ器台形土器(図版14図)が検出された。その他

に、細片化した土器片多数を検出しているが、計測可能なものはほとんどみあたらなかった。

だが、この出土状況により、埋葬後の墓前行為が実施されていたことを立証する貴重な遺

構である。ＴＰＯ１で検出された壷形土器に２孔を穿ったものが埋葬されていた。この円孔は

焼成後に器表面より打ち抜いた状態である。前述の各遺跡で出土する壷棺の内、円孔を壷棺

の中位以下に穿つものと、円孔を持たないものとがある。

特にこの時期における常民墓の埋葬形態を知る貴重な各遺構であり、今後、大いに論議を

醸し出す分野であろう。特に、支配者階層を生み出す時期であるだけに重要であろう。一方、

壷棺そのものの規格からして、新たに洗骨という埋葬形態を筆者は考察しており、この面か

ら土塘墓の再検討を試みたいと考えている。
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図版

西石井荒神堂遺跡



グリッド内の掘立

柱建物に発展しう

る柱穴。

杭穴及び柱穴が検

出された。

土塘墓１号の上部

遺構

(西石井荒神堂遺跡Ｉ）

図版第10図遺構検出状況１



号検出

土塘墓２号

出土のグリッド

(西石井荒神堂遺跡２）

図版第11図土壌墓出土状況
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土壌状遺構の検出

状況

１号土塘の埋積土

状況

土壌内の土器出土

状況

（西石井荒神堂遺跡３）

図版第12図±墳状遣構の出土状況



(･西石井荒神堂遺跡４）

図版第13図土塘内の遺物

ＳＤ出土の土器片

同土嬢内の底部付

近で検出された什

器類

①

②
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の出土状況

識

粘土榔を造り出し
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…
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図版第１４図土墳墓の上部遺構

(西石井荒神堂遺跡５）



図版14図NO2の拡

大

粘土榔の底部のよ

うす。

図版第15図粘土榔の状況

ｉ
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破砕された土器の

出土状況

(西石井荒神堂遺跡６）



TPO3の出土遺物

破砕された什器類

床面付近で検出さ

れた円喋の投入状

況

円喋採集後のＣ層

における床面の状

況

（西石井荒神堂遺跡７）

図版第16図土墳墓内の遣物１
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図版第17図±墳墓内の遣物２
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粘土床上の上部遺

物

遺物No.19の出土状

況

完掘状況

:鵜為
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（西石井荒神堂遺跡９）

図版第18図土墳墓内の遺物３



(西石井荒神堂遺跡'0）

図版第19図住居虻と出土遣物

ＳＢＯ１の完掘状況

石器出土状況

叩き石の出土状況
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図版第20図遣物１



図版第21図遺物２

(西石井荒神堂遺跡12）
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(西石井荒神堂遺跡'３）

図版第22図遺物３
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Ⅲ束本遺跡

１束本二次の調査位置と経過

束本二次は、松山市束本町98番地に所在する遺跡で、北緯33度49分31秒と東経132度４７

分21秒で交差する位置にある。地目は乾田であるが、エヒメコープによる宅地造成計画に

よる緊急調査を実施した。調査は昭和52年４月８日より、同年４月30日の間に実施された。

雨に降られる日が多く、実動された調査日数は２２日と少なく、期間中での調査にかなりの無

理を感じながらの調査であった。

調査は、すでに真土による整地後の調査のため、真土の排除の後、耕作土を排除するとい

う非能率的な表土削平作業であった。耕作土を僅かに残して削平した後、遺構確認のために

試掘したトレンチにより土壌断面図を作成と同時に、磁北に合せて方５ｍのグリッドを東よ

り西にＹ軸を南より北へＸ軸として、それぞれ１から８の区画をした。

一方、トレンチ調査により、西より10ｍ区画(Ｙ１～Ｙ２～Ｘ１～X8)は､耕地改良工事による地

下(遺構面)の削平が著しく、遺構がほとんどなく、調査対象地点より一応割愛した。また、

一方(Ｙ９～Ｙ11～Ｘｌ～Ｘ８)は、すでに粘土採集等による地下げが実施されているため（Ｙ１～Ｙ２

～Ｘ,～Ｘ８）と同様に調査より除外した。

２検出された遺構

発掘調査区内で検出された遺構としては、竪穴式住居杜２棟と土塘遺構４基である。竪穴

式住居杜は、円形規格の住居杜と長方形の住居杜である。土塘状遺構は、いずれも長方形の

もので統一きれていた。その他に、掘立柱建物が推定される建物遺構１棟がある。

－３７－
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(1)１号、２号竪穴式住居杜遺構

長方形の竪穴式住居杜は、第21図に示すもので、それぞれ柱の心心間距離はＰｌとＰ２では

255ｃｍ、Ｐ２とＰ３では275cm、Ｐ４とＰ５で275cm、Ｐ５とＰ６で255cmである。なお、相い対

する柱間の心心間距離はＰ１とＰ４で355cm、Ｐ２とＰ５で355cm、Ｐ３とＰ６では355ｃｍとなってい

る。また、住居の主軸をなす方向はほぼ南北にある。

、

第20図束本二次発掘区全測図

長方形竪穴式住居土止（第23図）。（第20図ＳＢＯ２）

竪穴式住居杜遺構は、長方形の隅丸長方形と円形住居杜である。隅丸長方形の住居杜は、

長辺９．０ｍと短辺６．５ｍで、壁面には周溝をめぐらしているα主柱は、長辺の壁面に平行し

て３本づつの６本と、中央部に１本の主柱を持つ７本の柱穴が穿たれている。

円形の住居杜は、円周の壁面に添い一周する柱穴６本と、中央部に４本の柱穴を持つ計１０

本の柱穴を穿った住居杜である。

－３８－
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柱間は桁行間でＰ１とＰ２はＰ５とＰ６で同数値を示しており、Ｐ２とＰ３はＰ４とＰ５で同数値

が一間となっている。梁行ではいずれも同数値である。中央部の柱穴は、南壁面より４．８ｍ、

北壁面より５．２ｍの幅７．１ｍの二等分数値の355cmにある。この柱穴の位置は、Ｐ２とＰ５の

梁を横架した時を考慮したものであろうが、Ｐ2．Ｐ５の柱心よりは60cm柱穴Ｐ３とＰ６の側に

寄せられて穿たれている。

上屋根の構造は、中央部のＰ７の柱位置からしてＰｌ・Ｐ４、Ｐ２・Ｐ５、Ｐ３・Ｐ６にはそれぞ

れ梁材を横架させたものと推察され、この梁を各Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３と呼称すればＨ１とＨ３には､少

なくとも束をたてたものと推定され、この方法により、中央部の歪みと自重を支える柱とし

てＰ７の柱穴が穿たれたとみる。いいかえれば、棟持柱として当初から予定された構築方法と

みなされる。

竪穴式住居杜の柱穴からみて、梁間１間と桁行間２間の切妻の屋根葺きが想定きれるが、

竪穴の規格（掘方）をみれば、４隅に通長尾（極木）を持つことから寄棟が考えられる。

今、竪穴の平面プランを４本の主柱を１単位とするならば、２本の柱穴を持つことは、床

面積における規模は２単位のものとなり、中央に穿たれた柱穴Ｐ７により、床面を２等分する

間取りとなる。ただ、柱穴Ｐ２、Ｐ７、Ｐ５での柱穴位置には、間仕切的な支柱穴や、壁の存在

を認められる遺構は検出できなかった。ただ、Ｐ５とＰ７の柱穴間で２つの杭穴らしきものを

検出したのみである。

その他、床面で検出されたものとして、東壁面の側で柱穴列と壁面間に長方形の汚染層が

あり、その汚染層を排除したものが第23図に示す凹地状の遺構である。凹地状の遺構は

断面図にみられるもので、掘り込みではなく、床面の黄色粘土層が黒褐色に汚染したもので

あることを記述しておきたい。

さらにタツミの方位において、４つの柱穴及び杭穴と見られるものを検出したが、これら

の柱穴及び杭穴は、非常にしっかりとした遺構であり、この住居杜における特色である。

円形竪穴式住居杜（ＳＢＯ１）

円形竪穴式住居祉（第21図）は、南北で10ｍ、東西では９．７ｍとわずかに歪みが見られ

るが、ほぼ円形とみられるものである。住居の壁面には、完全に一周する周溝をめぐらして

おり、床面はほとんど水平に削平された平坦面となっている。

床面内で検出された柱穴及び支柱､･杭木に推定される柱穴や杭穴が多数検出されている。

これら柱穴類の内、竪穴式住居の主柱と判断される柱穴は、中央部に穿たれた４本の柱穴を

基本柱とするＰ７～Ploと、円周の周壁面にそって１巡する柱穴Ｐ１～Ｐ６がある。これらＰｌ～

P１０の柱穴を本遺構の主柱穴とみている。

柱穴Ｐ７とＰ８は280cm、Ｐ８とＰ９で260cm、Ｐ９とＰ10で280cm、PloとＰ７では２６０ｃｍとわずか

に20cmの差をもつ方形に近い数値である。これらＰ７～Ｐ10の基本形（４本柱）に対して、Ｐｌ

－４０－
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第22-Ｂ図１号竪穴式住居杜Ｂ－Ｂ'断面図

～Ｐ６に至る柱穴においては、それぞれ柱穴の心心間距離はＰ１とＰ２で360cm、Ｐ２とＰ３で350

cm、Ｐ３とＰ４で340cm、Ｐ５とＰ６で330cm、Ｐ６とＰ１では340ｃｍとなっている。さらに主柱穴の延

長線上にあるＰ２とＰ６対Ｐ３とＰ５の心心間距離はともに625cmである。これに対してｐ,とｐ４

の心心間距離は６６０ｃｍとややひろがりがある。

第22-Ａ図１号竪穴式住居杜Ｅ－Ｗ地層断面図
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第23図２号竪穴式住居祉平断面実測図

長径9.2ｍ，短径7.2ｍの隅丸長方形竪穴式住居杜

主軸方向はN17oWになる位置に主軸を取っている。
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（２）構築についての小考

本遺構における柱穴から、次のような上具材の構成が想定される。４本の主柱を基本構造

として、それぞれに梁材を横架させた後に４柱より、また、それぞれに対角線上に通し長尾

を配置するが、当時の円形住居にみる通例は、円の半径でもって、円周を割り､柱位置を割り

出すものが多い。（小坂釜ノロＳＢＯ３、桑原高井ＳＢＯ１、文京IISBO6等）しかし、これらは

いずれも４本の主柱はもたず、６本の柱材で終わっている点など、本遺構と類似している。

この円形住居における柱位置の割出し手法を踏襲するために、４本の主柱からの長尾位置は

対角線上の最も近い位置に割り当てられる結果となっている。この為に決定した柱穴位置は、

P2．Ｐ３対Ｐ５・Ｐ６となる。残るＰ４とＰｌは、各Ｐ２とＰ６ｏＰ３とＰ５の２等分線上に配置された

ものである。ここで桑原高井ＳＢＯ１にみる主柱配置と共通しながらも、壁面は桑原高井の６

角形に対して本遺構ではほぼ円形であり、主柱４本が追加されている点等からして、４本柱

に架けた通長尾ではなく、それぞれ主柱より梁材を横架したものと判断すべきでＰ,～Ｐ６は

支柱ではなく、主柱として理解すべきであろう。だとすれば、屋根は入母屋の造りが考えら

れる。４本の柱と６本の柱を梁材で結ぶことにより、円形の壁面を持つ竪穴規模が可能とな

る。すなわち、各柱位置と梁材の中央位置に束柱を持つことにより、それらを結ぶ長尾(極）

の足元は円形の位置を取ることになり、桑原高井に見る、六角形と異なる平面プランを持つ

床面が造り出されるものと考えられる。

２号竪穴式住居杜ＳＢＯ２は、長辺9.2ｍ、短辺7.2ｍの隅丸長方形の竪穴式住居杜で、住居

の方位は長辺を主軸とするＮ17.Ｗに向う住居杜である。竪穴の掘り込みは､地山面である黄

褐色の粘土層（シルト）を25～30cm掘り下げた住居で、床面は心持ち東に傾斜した状態の壁

面近くに凹地を持っている。

壁面には１周する周溝をめぐらしている。住居内の主柱穴は７個検出された。第23図

にみる実測図で示すものである。７個の柱穴はＰｌとＰ４、Ｐ２とＰ５、Ｐ３とＰ６とそれぞれ対

応する柱穴の他にＰ７が中央に検出されている。

各ＰｌとＰ４・Ｐ２とＰ５・Ｐ３とＰ６は、いずれも柱間間の距離は３５０cmの等間隔となってい

る。また、Ｐ１とＰ２対Ｐ４とＰ５は280ｃｍと等間である。Ｐ２とＰ３対Ｐ５とＰ６は250ｃｍとこれ

また等間となっている。全体的には炉赴を伴わない間が30cm広い間取りとなっている。Ｐ７

は掘り方位置に対して柱穴位置が片寄った状態で、しかも肩平な柱穴が穿たれている。この

肩平な柱穴位置で柱位置を東の隅に寄せることにより、Ｐ２とＰ５の等しい中間位置に建つこ

とができる。すなわち、この位置がＰ７の柱位置であろう。柱穴の深さは70～75cmの掘り込み

と等しい掘り方となっているが、Ｐ７の柱穴のみ50ｃｍとやや浅い柱穴が穿たれている。また、

断面図Ａ－Ａ'～Ｃ－Ｃ'等にみられるように、柱穴がハの字状に傾斜する傾向がみられるＡ－

Ａ'とＢ－Ｂ'に対してＣ－Ｃ'では、柱穴の掘り方の中位の位置に肩部を造り出している。

－４３－



Ｐ７の柱穴は、通しの棟持柱の可能性が強い。通しの棟持柱と推定される根拠は、Ｐ２－Ｐ５

の梁材を横架させた場合の梁材の直径を計算した位置に、柱穴が穿たれている点において、

通棟持柱の柱穴と推定される。Ｐ７を通棟持柱とするならば、Ｐｌ－Ｐ４の梁材とＰ３－Ｐ６の梁

材には束柱による棟持ちが考えられる。以上から屋根の造りは切妻か、または入母屋造りの

屋根が考えられる。竪穴の周辺部に柱穴は検出されたが、棟を支える転び柱の柱穴をみない

ところから、入母屋造りとしても棟の突起が少ない造りが考えられる。

（３）土壌状遺構（第24図）

土塘状遺構として３基検出された。３基ともに主軸方向を異にしており、ＤＫＯ３では東西

に、ＤＫＯ２では北75度西に、ＤＫＯ１は南80度西に取っている。長方形の掘り方となっている

点ではいずれも共通している。

ＤＫＯ２は長辺380cm、短辺260cmで深さ80cmである。底面は水平に整地されている。やや中

央位置に２個の杭穴が検出されたが、使途については不明である。

ＤＫＯ３は長辺380cm、短辺180cmで深さ75cmである。底面はＤＫＯ２と同様であるｄ杭穴が1個

検出されたが、壁面に片寄せられ長辺の％の位置にある。

ＤＫＯ４は長辺200cm、短辺120cmであり、中央位置に杭穴が穿たれている。％以下が撹乱さ

れ不明である。土壌は遺構の断面図に示す状況である。埋葬土よりの文化遺物は、土器片数

点を出土したのみである。土器片は、いずれも弥生終末期の器類片であった。（第20図）
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第24図土壌状遺構平断面図

（４）掘立柱建物辻（ＳＢＯ３）

建物杜，棟が検出された以外に柱穴は数個検出されているが、建物へと発展するものは１

－４４－



棟である。建物は桁行間２間、梁間１間の切妻が考えられるが、建物の主軸は桁行を南面

に配した西25度南に取っている。柱間の心心間距離は、桁行南面側で全長600cmと北側面で

650cmが計測され、若干の差異が見られる。また、梁間は西面で225cm、東面で225cmであ

る。

３束本11次に見る炉祉の遺構

長方形と円形を有する竪穴式住居杜には、いずれも住居の中心位置より南壁面に片寄った

側に炉祉が検出された。炉祉は共に外形はＴ字状を呈するもので、当地方では初見の炉祉遺

構の形態である。（第23図）

図に示す様に長辺170cm、短辺70cmで、長辺の北側面中央部に１辺70×50cmの長方形の造

り出し部分をもつ長方形住居杜の炉i止に対して、円形住居土止では、長辺２１０cm、短辺60cmの

長方形の炉祉中央部に前者と同様の造り出し部１辺60×70cmの方形炉祉を作るものである。

長方形の炉祉は、両者とも浅い造りで、周辺部に10cm幅の周溝をもって区画されている。こ

れに対して、中央部の造り出し部分は又いずれも深く掘りこまれており、掘りこみの底部か

ら土器及び土器片と木炭を含む堆積物からなる灰層であった。

長方形の炉祉においても、炭の細片及び灰層は認められるものの、造り出し部分にみられ

るような厚層となっていない。炉祉部分における遺構は、両者共に同様な規模の遺構に対し
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て、炉祉周辺部における状況については、やや異なる遺構となっている。

炉祉部分図に見られるごとく、円形竪穴住居杜においては、Ｔ字状炉祉の前方部(造り出

し）に、直径２．５ｍに円形に配列された杭柱穴が見られる点で、明らかに前者とは異なる造

りとなっており、他の部分としゃへいするなんらかの障壁が作られていたことを意味する。

円形の杭柱列の中央部に直径60cmの円形の凹みがあり、若干の灰層が認められ、発掘過程

で炉祉と見ていた場所であるが、前述の造り出し部に見られる炉土止壁面の焼成痕とは異にす

るものであった。

以上、両者にみる炉祉遺構は、他の住居祉等において検出される遺構とは、まったく異な

るものであり、さらに住居祉内より出土するその他の文化遺物においても、同時期における

住居杜において検出される遺物は、当地方では量的に、また、形態的にも豊富であるが、両

住居祉内において検出された遺物は少量で、しかも小型の土器類であった点等、他の住居杜

と異なり、両遺構では共に共通する出土状況であった。

４束本Ⅲ次における遺構と遺物

束本Ⅲ次は、アパートの建替え工事中に発見された遺構及び遺物である。同地点は、束本

11次調査地（北方）の磁北直線距離で100ｍの位置にある。

調査地は、すでに前次における建築物のため、そのほとんどが撹乱されており、わずかに

進入道路面においてのみ遺構が検出されたものである。ちなみに調査可能な範囲は、建築予

定面積の10×15ｍの内５×10ｍであった。

（１）遣構

検出された遺構は、長方形の隅丸による竪穴式住居杜１棟であった。遺構は面積的には発

掘可能な状態であったが、一部地山面の削平により、掘りのみ面である竪穴の壁面が消滅し

ており、また一隅は完全に撹乱された状況で調査不能であった。

竪穴式住居は、長軸を東西方向に取る（Ｎ33度Ｅ）隅丸長方形の住居である。主柱は、長

方形の長辺に対する対称線上に２柱穴をもち、さらに､四角からの対角線に位置する内径部に

隅柱の柱穴が検出された｡(第26図）

柱穴の心心間はＰ１とＰ２で２．２ｍ、長辺部に平行する柱穴Ｐ３とＰ４では３．３５ｍ、Ｐ５とＰ６

は３．３ｍ、短辺壁面部でのＰ４とＰ５は1.45ｍ，Ｐ６とＰ３は１．９ｍで、長辺での壁面に見る柱穴

心心間距離３．３５ｍに対して、南西では３．３ｍとやや縮約している。これに対しての短辺の東

壁面では1.45ｍと、西壁面の1.9ｍとなっており、その対比0.45ｍの差を示している。この柱

穴からして､Ｐ１とＰ２の棟持柱に対してＰ３・Ｐ４・Ｐ５・Ｐ６の４柱は、それぞれ隅柱としての性格

をもつ柱穴と考えられる。
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その他の柱穴に、Ｐ７とＰ８がある。この柱については、松山市小坂町釜ノロ第１次調査に

おいて検出された、竪穴式住居杜ＳＢＯ３の複合柱に類似するものである。

主柱に対する補強的な柱穴遺構と推察される一方、西壁面の撹乱による調査不能地域であ

ることから、確証的な結果は発見しがたい。

竪穴式住居の平面規模は、長径4.7ｍ，短径3.5ｍで、それぞれ四隅からの対角線の交差地

点に炉祉が検出された。炉祉は竪穴同様に長壁面で１ｍ、短壁面０．５ｍの長方形の炉祉が検

出されたが、南壁面側では、炉祉は円形の造り出し部があり、全体的な形態はＴ字状をなす、

Ｔ字状の突端部に蓋形土器を出土している。住居内における遺物の出土状況は、第27図

による状況であった。主柱ＰｌとＰ２を中心線におき、長軸の棟方向に２分するとき、北側に

位置する側に集中的な出土をみた。更に図に示すごとく、出土遺物はＰ４とＰ５を結ぶ線上か

ら東側壁面にかけては無遺物層となっていた。また、Ｐ３・Ｐ1．Ｐ６の柱穴を結ぶ西壁面でも、

これまで無遺物層であったが、ただ室内に掘りこまれた土塘があり、土塘内の遺物として壷

形土器２個がある。

住居杜の東半分に相当する壁面には、周溝をめぐらしているが、西側半分では以前に耕地

整理が実施されたことにより、耕作地の平担化と拡張による地山削平が見られ、一部に周溝
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第26図束本３次竪穴式住居祉平断面図
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の痕跡を見る程度であり、詳細は不明である。

南壁面の中央位置に穿たれた柱穴Ｐ９・Ｐ10・P11がある。これらＰ９～Pllの柱穴については

他のＰ'～Ｐ８の柱穴とは目的を異にするものと推察されるが不明である。

土塘状遺構P13は、竪穴式住居杜の西隅に位置する側に、直径64cmの円形土塘である。土

壌断面図によられる掘り方は、円形の素掘り方法で75cmの深度をもち、洪積台地の粘土層内

につくられており、内部出土遺物は２個の壷形土器であった。土塘内での埋積土は図版第３２

図に示す状態で、わずかに土漉底部に汚染層が認められたが、土壌分析を実施していないの

で詳細は不明であるが、まず貯蔵穴と判断される遺構である。（第27図）

５遺物の出土状況

ＳＢＯ１とＳＢＯ２での出土遺物は少なく、第25図に示す土器の内ＳＢＯ１に出土をみた、１

～４のみである。５．６は束本１遺跡出土の土器である。束本11次で検出されたＳＢＯ２は、

無遺物の遺構である。束本Ⅲ次のＳＢＯ１では、炉祉周辺部から壷形土器と碗形土器を出土し

ており、ＳＢＯ１の西南すみに穿たれた土塘遺構から直口壷と壷形土器を出土した。束本１次

調査の束本１遺跡については、四電発掘調査報告書に詳細を発表し、ここでは関連遺物を転

記したものである。

(1)束本11次における出土遺物（第25図）

１と３は碗形土器で、１は器高10cm，口径14cmの平底３cmからゆるやかに内湾気味に立ち

あがり、体部最大径位置でカットして口縁部を造り、口唇端面は内傾した面をつくる。器表

は縦走向Iこへラ磨研が行われている。内部は壁面一帯に斜向する櫛描き成形による入念な仕

Ｅ'一 －Ｅ Ｄ－ －－，′
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第27図住居:h上内の土塘状遺構断面図
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上げとなっている。この土器に対して、３では丸底の器で器厚は均一な断面を示し、１とは

異なる。口径11.5cm、器高７．５cmで１より内竜し、口唇端面は共通するカットロ縁となって

いる。器表面及び内壁面ともに、右上端部より左向行に湾曲した櫛描き成形が入念に、しか

も左手の助けをともないながらの作業工程がしのばれる。

２は口縁部径14cm、頚部外径10cm、器高14cmの平底２cmが計測される。肉厚な平底の底部

から外反したのち、大きく内湾して立ちあがり、胴部最大径を中位にたもち、にぶくすぼめ

られた頚部で大きく外電して朝顔形の口辺部をつくる。口縁部は体部の胴張りより大きい。

頚部内面には明瞭な稜をなす。器表面はへう磨研による調整が、内壁面は櫛描き成形が残っ

ている。口辺部は内外面とも入念な斜向走の櫛目が弧を描いている雲形土器である。

４は、ＳＢＯ１の西壁面の周溝部で検出された蓋形土器である。口縁部径22cm，器高10cmで、

天井部に平底風の直径２．５cmのつまみがある。器形はつまみ状の平底から大きく外折したの

ちたちあがり、頚部で内外面に稜をなしたのち、大きく外電した口辺部をつくる。口辺部は

内外面共に櫛目の成形痕を残すが、天井部から頚部にかけてはへう磨研である。

５と６は、束本１次で検出された土器である。５は雲形土器で、口縁部22cm、器高34cm、

底部は６cmの平底である。肥厚な１．５cmの平底から外反気味に器厚を減じながら立ちあがり

肩部でゆるく内雪してすぼまり、頚部を作ったのち外折してくの字口縁をなす。器表面はへ

うによる磨研である。口縁部の内面は、横走向の櫛描きである。底部より１０cm位置に焼煙が

付着している。胴部最大径は22cmと口縁部と同径値である。焼成よく、胎土に０．３cm以下の

粒子を含む。

６の壷形土器は、口頚部のみの遺物である。胴張りの大きい、大型の壷形土器である。頚

部は大きく内傾した立ちあがりを見せ長首をつくり、口縁は外反したのち再び折れて、水平

な口縁上端面を造り出し、この水平な上端面に輪積手法の口辺部を接合し、複合口縁の壷形

土器の口縁部を完成させている。輪積の口縁端面を、箆状工具により押圧成形による、断面

三角形の口唇端部をつくる。口頚部の欠損遺物で明らかに肩部、頚部、口辺部、複合口縁部

と輪積技法による製作工程を示す土器である。体部と頚部の接合部には、明瞭な指頭圧痕を

内部に残し、外表面には断面三角形の凸帯が貼り付けられている。凸帯上端面を櫛状工具に

よる、斜行する押圧文がある。長首の頚部には、縦走行する５本歯による意図的な施文がほ

どこされている。複合部をなす口辺部には、３条の５本歯による波状文がある。口径21cm、

有舌部径27.5cm、頚部上端12cm，頚部下端部外径28cmである。

（２）束本Ⅲ次における出土遺物

束本Ⅲ次調査における出土遺物は、出土位置から大きく２分される。１つは、住居祉内の

炉祉を中心とする出土遺物と、いま一つは住居内につくられた、土横内での出土遺物に分か

れる。炉祉周辺での出土遺物は、壷形土器、雲形土器、高坪形土器、蓋形土器とt甘形に類す
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るコップ状の小型土器類である。図版第32図にみる出土状況であった。炉祉周辺部出土の遺

物は実に細片化し、しかも還元状態のものが多く、土器計測は不可能であり、わずかに形状

をたどる程度であった。この出土状態の内で、炉祉南面で検出された蓋形土器である遺物

は、束本11次のＳＢＯ１で検出された土器に類似するが、ややⅢ次は小型である。

6．小 結

束本遺跡は、四国電力株式会社による発掘調査の第一次調査地を束本Ｉ遺跡とし、エヒメ

コープによる発掘調査地を束本11遺跡とし、第Ⅲ次は近接する宅地を対象としたもので、方

３００ｍの範囲で調査したものである。束本Ｉは、地下ケーブル埋設工事にともなうもので、

幅５ｍ、全長100ｍのベルト状地域を調査したものである。遺構は、竪穴式住居杜の一部を

検出した他に、溝状遺構を検出した。竪穴式住居杜は壁面の一部を検出したものであるた

め、遺構全体の把握は困難であるが、壁面には周溝を巡らしたベッド状の床面をもつ住居杜

を確認している。同地;域での出土遺物は、第25図に示す土器実測図の内、５．６の遺物

がある。遺物５．６は、ともに器形・焼成ともに良好な遺物である。５は雲形土器であり、

６は複合口縁の壷形土器である。６の口頚部の形態からみて、大型の壷形土器が推定される。

この形式の壷形土器は意外と出土例が多い。たとえば、中村１遺跡の溝状遺構出土土器、小

坂３丁目遺跡、小坂釜ノロ第Ⅲ次、天山天王ケ森遺跡に６は類似する遺物である。

当地における弥生式土器は、普遍的に各遺跡より出土しており、弥生後期に編年される土

器であるが、口縁部の窒化から発展・退化への推移を示す土器群の内、特に顕著な変化をた

どっている。

束本II遺跡におけるＳＢＯ１（円形竪穴住居杜）及びＳＢＯ２の（長方形竪穴住居杜）に見ら

れるＴ字状に穿たれた炉赴は、いずれも当地方では初見の遺構であり、しかもＳＢＯ１～02と

共に共通する炉祉をもつ点に大いなる関心がもたれる。炉祉は共通したプランを持つが、そ

れ以外については住居杜自体の平面プランは図示されるごとく相違し、さらにＳＢＯ１では土

器を僅かに伴なうが、ＳＢＯ２では文化遺物は皆無である点等、少なくとも相異なる問題を提

起する遺構である。その他に共通する遺構としては炉祉の住居祉内での平面プランにおける

位置の他に、共に入口としての掘り込み等はまったく検出されなかった点においても共通す

る遺構である。

以上のことがらは本文でもすでに記述したところではあるが、筆者は当地における他遺構

にて検出された炉祉や住居杜について若干の例をあげながら、当遺跡との考察を試みたい。

まず炉祉の形状としては円形炉祉がもっとも多く、しかし炉祉の中央部に向うに従い深さ
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を増して半球形状を示すものＡ型、炉祉の平面プランが楕円形をなし掘り凹みが舟底形にな

るものＢ型、炉祉のいずれか一面が大きく凸面プランをもち、舟底形に掘り込まれるものＣ

型、Ｃ型の凸面部分も同様に舟底形に掘り凹めたものＤ型、炉祉の平面プランは円形や楕円

形及び凸面（三角形）形をとわず、その中央部のみ僅かに掘り凹めたものＥ型と分類する時

最も通常型と見られるものはＡ型が多く、しかも炉祉Ａ型は竪穴住居社内で中央位置をしめ

る割合も大きい。Ｂ型は炉祉位置が僅かか、または大きく壁面に片寄る傾向が見られ、しか

も長軸面に移行するきざしがみられる。Ｃ型は、２主柱を中央部の床面にもつ長方形の竪穴

住居杜に多く見られる。Ｄ型は主柱５本、６本、８，９本にみられ、中央部に４主柱を伴わ

ない竪穴住居杜に多く見られ、しかも住居の入口に面して凸面は反対方向に多く見られる

Ｅ型炉吐は、そのほとんどがベッド状プランを壁面にともなう竪穴住居杜に多く見られる共

通性があり、やや中央位置よりいずれか一方に偏する状態が多い。

また炉吐と主柱との関係及び主柱の心心間距離と竪穴住居の壁面距離における比において

一種の共通性がみられる。

１例

主柱４本の中央位置（各柱の対角線の交差地点）でＡ型炉祉をもつ炉祉においては、

対応する壁面距離と心心間距離は1/2か1/2以下にある主柱の配置となっている。

２例

主柱４本で長方形プランをもつ中央位置が、主柱に対応する壁面を２等分する位置を

示す炉吐にＢ型が多く、壁面距離と柱心心間距離の比は、１/2から拡大されるにしたが

いＢ型の炉祉位置は壁面へと移行する。

３例

例２に見られる住居吐プランの内、壁面距離と主柱心心間距離の比が特に２/３以上に

拡大された主柱心心間距離値を示す住居杜に多くみられ、家屋の棟方向は東西に採り、

南面する桁行面をもつ採光豊かな家屋配置が推測され、入口は平入の南面する桁行面に

設けるものが多く、しかも中央位置から東隅柱に向う範囲に採るものが普遍化される傾

向にある。また炉祉はＣ型及びＤ型の形式をともなうものが多い。

４例

Ｅ型の炉祉を持つ住居杜では、そのほとんどが、壁面にベッド状の床面配置がみられ

る内で、少なくともベッド状プランには二様式が現在検出されている。その１つは、多

角形の床面プランをもつ竪穴式住居であり、今１つは方形または長方形の住居杜である。

後者の住居杜にあっては、室内を二分して利用したと推定される杭穴例がみられ、しか

もベッド状遺構は、片隅にのみつくり付けられ明らかに二間造りと推測される例として、

星岡遺跡、旗立Ｂ区のＳＢＯ４がある。また、この炉祉には支持用の触角付の支脚形土器

を伴うものが多く、また屋外においてもＥ型炉吐をともなう桑原高井遺跡のＳＢＯ２があ
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る。

以上当地方において検出された炉祉と住居杜との関係をまとめたものであるが、これ以外

に今後さらに遺跡の調査がすすむにつれ、より明確にされる日も近いと推定される。とはい

えこれらの類型に属さない、また、まったく特殊な遺構（炉吐）をもつ本遺跡での、遺構の

のもつ機能的意義について若干の考察を行ってみたい。

ＳＢＯ１とＳＢＯ２の炉祉遺構は、当地方で検出される遺構とまったく、遺構の形態から見て

も、また平面プランでの位置的配置からみても特異性をもつ遺構である。

まずＳＢＯ１にみられる（第20図）での炉吐周辺にやや同心円上に配列された杭穴列は、明

らかに炉祉周辺位置と他域とを隔絶するための、障壁的な遺構と見られる。だが一方ＳＢＯ２

における炉吐の周辺にはＳＢＯ１の炉吐周辺にみられる障壁的な遺構はなく、ただ前述のＴ字

状の炉祉のみが検出された。炉土lこの構造がまったく共通することそれ自体に、すでに何等か

の呪術的な共通概念があり、この共通する呪術的儀式に必要な炉吐遺構とみるべきであろう。

－５２－
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束本11次の発掘区

全景

発掘区全景と周辺

部の状況

竪穴式住居１号を

北面より写す。

手前に土壌状遺構

がある。

(束本遺跡ｌ）

図|版第23図発掘区全景



(束本遺跡２）

図版第24図１号竪穴式住居杜１

上１号住居辻の

全景

周溝の状況

周溝内より出土を

みた壷形土器



(束本遺跡３）

図版第25図１号竪穴式住居辻２

１号住居杜の遠景

冬２号住居祉

今土塘状遺構NQ1

１号住居社に検出

されたＴ状の炉祉

炉祉をとりまく、

円形にめぐらされ

た杭穴列
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右

２号住居杜の炉祉

完掘状況

下

２号住居杜の柱穴

の掘り方

(束本遺跡５）

図版第27図柱穴の状況



ま

(束本遺跡６）

図版第28図１号住居虻の柱穴状況１

P5柱穴内に喋岩が

見える。



上周溝の完掘状況

下PitNollの状況

上掘り方と柱穴を持つＰ，

下明確でないがＰ，と同様のＰ２

図版第29図１号住居辻の柱穴状況２

(束本遺跡７）



(束本遺跡８）

図版第30図１号住居虻の柱穴状況３



束本Ⅲ次出土の住

居祉

西面よりの全景

手前にサイロス(貯

蔵穴)がみえる。

中央部は炉祉

東面よりの全景

(束本遺跡９）

図版第31図竪穴式住居杜の出土状況



(束本遺跡10）

図版第32図遣物出土状況

中央炉吐の南面の

造り出し部で検出

された蓋形土器

貯蔵穴内で､検出さ

れた遺物

完掘後のサイロス

の状況



(束本遺跡||）

図版第33図遺物



桑 原 高 井 遺跡



Ⅳ桑原高井遺跡

１行政的位置と発掘経過

桑原高井遺跡は、松山市桑原町782番地に所在する遺跡で、遺跡の絶対的位置は北緯33度

49分50秒と東緯１３２度47分04秒で交差する付近である。地目は乾田で、稲作や草花等、

多彩な栽培がなされている。当地に株式会社松山電気ビルによる、社員住宅建設計画が

提出された。当地域は、すでに上水道埋設工事及び市道改修工事等により、該当地域1.5km２

にわたる地域を弥生中期より古墳時代における遺物包含地域として桑原高井遺跡に登録され

ている。株式会社松山電気ビルと市文化教育課との事前協議により、開発計画を延期し、昭

和50年12月１５日～昭和51年１月31日の間に実施された。記録保存を主目的とする発掘調査を

行い、調査期間中に３回の現地説明会を実施した。特に、地域住民の関心も高く、また、周

辺地域は特に年毎に宅地造成への進行がめざましい。宅地化・市街化の進行が、現地説明会

にもよく現われ、実に熱心であった。冬季の発掘調査における遺構、遺物の凍結防止には特

に留意した。

２地理的環境(束本を含む）

桑原高井遺跡は、松山城の南を流れる石手川の上流岩堰に出る。岩堰の南西一帯に広がる

西に傾斜した緩斜面に営まれた遺跡である。緩斜面は、遠く四国山地の霊峰石鎚山より、分

岐した山系端部に位置している。分岐山系は観音山(518.1ｍ)、杉立山(667.3ｍ）と連峰をな

すが、杉立山を過ぎると分岐山系は急に起伏を減じて、芝ケ峠(282.2ｍ)、淡路峠(220ｍ）と

至った後、東野のお茶屋台地へと続く洪積台地の山麓地帯を形成している。更に起伏は西に

－５３－
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延びて、かつては中村町（素鴬小学校）及び祇園町の立花山（素鴬神社）の極小な残丘へと

続き、分岐山系の尾根を保っていたが、岩堰の開発（足立重信）により、これらの独立丘陵

は、石手川の堤防工事により削平され今日に至る。また一方、東野谷より流れでる川付川は、

芝ヶ峠・淡路峠の西山麓に続く低位のお茶屋台地を開析して、南北に浅く開析谷が形成され

ている。また、この地域は高縄山系の南端でもあり、溝辺からお茶屋台地の一部は花商岩で

あるが、和泉砂岩を基盤とする地層から形成されている。さらにその上部には、黒色の火山

灰土層が堆積している。お茶屋洪積台地は、南端部で二つの舌状台地となり、その東部の舌

状台地に位置する微高地を利用して三島神社古墳を営造し､さらに西側の台地先端部にも、

ほぼ同規模の前方後円墳である経石山古墳が営造されている。

３歴史的環境（束本を含む）

東野お茶屋跡台地から西に広がる一帯、すなわち石手川より川付川に至る間の東高西低の

扇状地形が、かつては集落の北域に素鴬山と立花山で分岐山系の尾根を保ちつつ、南にゆる

く傾斜した地形をなし、緩斜面の南端は川付川の開析作用により、自然的な集落の立地条件

を作り出した。いいかえれば、古代の集落形成を可能ならしめた立地条件にある。とすれば、

東野谷から西に広がる扇状地形にある。これら一帯の集落形成は、特に弥生中期より部落形

成の進められた地域と見ることが出来る。古くは三島神社古墳の封土中より検出された縄文

後期の遺物はあるにしても、集落形成は、松山平野北部の御幸山麓一帯や、久米山田池を中

心とする周辺地域からすれば、ややこの地域はおくれた時期とも推察される。東野のお茶屋

跡洪積台地上には、かつては１００基に近い古墳が造営され、この地域の聖域であったと考え

られる。これらの古墳は、１０ｍ内外の円墳で、しかし主体部は箱式石棺をもち、周溝をめぐ

らした小円墳群が、また、それ以前には、弥生時代の土墳墓が存在していたことが知られて

いる。この周溝をめぐらした小円墳の箱式石棺の後に、さらに奥まった、東野谷に横穴式の

石室主体部を伴う古墳群が、山神神社の円墳を中心に営造されたものであろう．東野谷を中

心とする横穴式石室を伴う古墳の営造に先がけ、前述の前方後円墳が、東野お茶屋跡の洪積

台地（聖域）をさけた台地南端部（先端）の舌状台地に、政治的な集落形成を物語る、前

方後円墳が営造されたものと筆者は考察している。

当地域内の遺跡は、溝辺町の丘陵上にある縄文時代の後期に属する遺物の他は、中村町素

鴬山周辺での弥生前期を筆頭にし、それ以外ではそのほとんどが、弥生後期以後の遺構がそ

の中心である。東野古墳群、お茶屋台遺跡、お茶屋台古墳群、樽味町遺跡、桑原高井遺跡、

桑原小石原遺跡、束本町遺跡、中村町遺跡、小坂釜ノロ遺跡、末睦遺跡、枝松５．６丁目遺

跡等が、今日知られている遺跡である。これらは、洪積台地上に沖積層がおおいかぶさるも

のが多く、遺構そのものは、みな洪積台地に掘りこまれるものがそのすべてである。

－５５－



４発掘日誌

昭和50年12月１５日月

12月１６日火

12月１７日水

12月１８日木

12月１９日金

12月20日土

１－１～１－６、Ｈ－１～Ｈ－６のグリッドを設定。グリッ

ド設定は真北を基準とした。本日はＨ区・Ｉ区の表土排土を中

心的に行った。（調査方法を説明する｡）トレンチの結果から

（重複）の複合遺跡である。

Ｈ－２～Ｈ－５，１－２～１－５表土排土及び掘り下げ作業。

１－６，１－５～１－３，Ｈ－２～Ｈ－５多量に弥生後期土器

片を出土する。Ｈ－５、Ｈ－４地区の平板測量。（作業方法･発

掘方法について説明する｡）

１－２，１－３地区表土排土作業。１－５掘り下げ作業及び

測量を実施。１－５地区において、ほぼ完形の壷及び器台（支

脚）を検出する。Ｈ－５、Ｈ－４、Ｈ－２，Ｈ－１，１－５，

１－４，１－３，１－２地区を10cm掘り下げる。Ａ区、南面を

ショベルカーにより表土の排土を実施。ハンドブル２台、ベル

コン２台、本日より使用開始。Ｈ－２地区住居杜１の遺構検出

作業、Ｈ－２地区溝状遺構を検出する。

平板測量。１－４，Ｈ－４測量脇。１－３，１－４，１－

５を掘り下げ８cm(この地区も多量に土器の出土をみる)。南面

及びＢ区の表土排土を行う。（ショベルカー、ハンドブル使用）

Ｈ－２，Ｈ－３，Ｈ－５平板測量端。Ｊ－３，Ｊ－４，１－

２～１－４、Ｈ－２の掘り下げを行う。（この地区も多量に土

器の出土をみる)。本日もＢ区の表土排土を行う。Ｈ－２，Ｈ

－３グリッドにおいて黒土層に切り込んだ柱穴（ピットｐit）

NQ1～６の遺構検出を行う。（切り込み層においては遺物の検

出はみなかった｡）

Ｈ－４、Ｈ－３、Ｇをさらに黒土層30cm掘り下げを行う。(遺

構検出）Ｈ－４、Ｇにおいてｐit状遺構及び掘り込みを発見す

る。Ｈ－３Ｇにおいて土拡状の掘り込みを発見する。

－５６－



12月23日火

１２月24日水

12月25日木

12月26日金

１２月27日土

１２月28日日

昭和51年１月５日月

Ｋ－３，Ｋ－４掘り下げを行う。１０cm。Ｂ区排土作業（ショベ

ルカー、ハンドブル)。

Ｈ－１，１－１，Ｊ－１の掘り下げを行う。（10cm)。Ｈ－２，

１－２の平板測量脇。グリッド設定Ａ区Ｊ－Ｌ８を終了。Ｈ－

３Ｇにおいて土塘を検出する。（土器片少量）（NQ1貯蔵穴の想

定)。

Ｈ－１，Ｈ－２，１－１，１－２黒土層の掘り下げ10cm。Ｊ

－１耕作土の排土完了。Ｋ－４，Ｋ－５の耕作土排土作業。平

板測量Ｈ－２，Ｈ－３脇。Ｈ－３，Ｈ－４、Ｈ－５を完掘する。

Ｈ－３のNo.１貯蔵穴を完掘する。

Ｈ－１、Ｈ－２，Ｊ－１，Ｊ－２，１－１，１－２遺構検出

作業ｐｉｔを完掘する。Ｋ－２遺構検出ｐｉｔ２を確認と焼土の

検出をした。K-3pitNQ1～12完掘する。Ｋ－４溝を確認検出

作業。平板測量Ｊ－３～Ｊ－４脇。Ｋ－１～Ｋ－２第一層完掘

する。（Ｊ－３，Ｊ－４）。

Ｋ－３ＧｐｉｔＮＱ１～24を完掘する。（新たにｐｉｔ２確認する)。

Ｋ－４Ｇの溝を掘り下げる。Ｋ－５Ｇ～Ｊ－５の溝も掘り下げ

Ｋ－２の掘り下げを行う。pitNQ1～８を完掘する。Ｈ－６の掘

り下げを行う。土塘墓を発見し一部掘り下げをする。歯牙を３

個確認。Ｋ－７の掘り下げ及び遺構検出。pitNQ1～２を確認す

る。粘土塊を検出Ｇ－８～Ｇ－９の掘り下げ(10cm)。Ｉ－８Ｇ

ｐｉｔＮＱ１～２、Ｉ－９ＧｐｉｔＮＱ１を確認する。

ＴＰ－２を発掘する。歯牙の検出をみる。

Ｈ－１０Ｇ掘り下げ(10cm)｡ＴＰ－１の掘り下げを行う。Ｔ－１０の

遺構検出作業を実施。出土遺物の運搬(桑原～古照)。道具類運

搬及び補充。

ＴＰ－１発掘を行う。鉄属－４、香炉形土器１出土。ＴＰ－

－５７－



１月６日火

１月７日水

１月９日金

１月１０日土

１月１１日日

１月１３日火

１月１４日水

１月１５日木

3の発掘。歯牙検出する。

ＴＰ－１(土j横墓)を完掘する｡ＴＰ－６(土塊墓)を発掘する。枕

石を検出した｡ＴＰ－５(火葬墓)完掘する。Ｈ－８～Ｈ-11周辺

遺構検出作業を行うｄ耕作土の排土作業。

Ｈ－１２，１－１２，Ｊ-12(第一層掘り下げ作業)｡ＴＰ－７～Ｔ

Ｐ－１０掘り下げ作業。

１－４，Ｊ－４において竪穴式住居杜を確認する。この地点を

重点的に調査を進める。Ｋ－３，Ｋ－４Ｇ地区の発掘及び平板

測量、Ｂ区全測脇ｄ西尾・松村．平板測量（Ａ区）脇。西尾・

松村。

Ａ区ＳＢＯ１を重点的に調査を進める。ＳＢＯ１の発掘(10cm)。

本日の調査により東壁面・北壁面・西壁面が検出された。Ａ区

平板測量流。松村。Ｂ区平板測量脇全測、西尾。ＳＢＯ１南部に

おいて弥生後期の壷３個（完形品）出土。ＳＢＯ１北部において

弥生後期壷３個（完形品）出土。

Ｊ－４，１－４，Ｊ－３，１－３においてセクション取り作

業を行う。竪穴住居杜（ＳＢＯ１）遺構検出作業｡多量に弥生後期

の遺物を検出する。Ｋ－３Ｇｐｉｔを測量する。

ＳＢＯ１の掘り下げ作業を重点的に行う。結果、焼土を多量に

検出する。柱材の炭化物検出。粘土塊３ヶ所で検出。

ＳＢＯ２耕土排土作業(30cm)。（多量に弥生土器片出土)。

SBO2の遺構検出作業を重点的に行った（平面）結果、平面プ

ランは竪穴の円形住居杜を検出する。（直径７ｍ77cm)。さらに

SBO2の掘り下げ作業を行う。

ＳＢＯ２の床面まで掘り下げを重点的に行う。ＳＢＯ２の掘り下

げ作業。ＳＢＯ１（平板測量）脇。ＳＢＯ２(平板測量）脇。Ｂ区土

－５８－



１月１６日金

１月１７日土

１月１８日日

１月１９日月

１月20日火

１月２１日水

１月22日木

１月23日金

塘ＮＯ２測量。

Ｂ区土塘NQ2完掘(土器少量)。ＳＢＯ２掘り下げを行う。(一部

完掘)。

ＳＢＯ２の発掘を重点的に行う。多量の土器を出土する。プラ

ンは二重の掘り込みであった。ＮＱ１貯蔵穴も完掘する｡計貯蔵穴

２．ＳＢＯ１の床卜面を調査する。ＳＢＯ１～02全面写真。

ＳＢＯ２の床面の調査を進める。（Ｋ－１～Ｋ－２グリッドよ

り多量の土器を出土した)。完形品５．Ｈ－１，１－１，Ｊ－１

の調査を進める。ＳＢＯ２ベッド状遺構の土器とりあげを行う。

ＳＢＯ２ベッド状遺構の平板測量脇。

ＳＢＯ２の西面での溝状遺構（住居の周囲掘り）の調査を進め

る。ＳＢＯ２平板測量脇。ＳＢＯ１の床面調査(炉祉を検出)。ベッ

ド状遺構の平板測量脇。

ＳＢＯ２の床面の調査を進める。ｐｉｔ６を検出する。炉祉２柱材

の炭化を多量に検出。ＳＢＯ２西面の周囲における遺構を発掘。

貯蔵穴１を新しく検出する。（完掘)。ＳＢＯ２より出土遺物を平

板測量して採集する。

ＳＢＯ２南面（Ｋ－１，Ｋ－２，Ｊ－１，Ｊ－２）部での遺物

の検出及び平板測量脇。ＳＢＯ２ベッド状遺構と床面調査及び遺

物検出作業。ＥＧ～ＧＧ区の排土及び遺構検出作業｡Ｗ面におけ

る周囲掘り遺構の周辺調査を進める。（pit及び土塘１を完掘す

る)。

ＥＧ～ＦＧの調査を進める。新しく隅丸方形住居杜を検出する。

ＳＢＯ３とする。４本（住居内）柱を想定の内２本を検出した。

ＳＢＯ１・ＳＢＯ２より竪穴の掘り込みは浅い壁面となっている。

ＳＢＯ３の調査を重点的に進める。床面より４本の柱穴を検出

－５９－



１月24日土

１月25日日

１月26日月

１月27日火

１月28日水

１月29日木

１月30日金

１月３１日土

する。ＳＢＯ３の調査を完了する。ＳＢＯ３の南面の掘り込み（竪

穴）遺構の調査を進める。ＳＢＯ３においては、他の住居杜より

検出遺物は少ない様であった。

本日より少数人数で調査を進める。ＳＢＯ２の平板測量脇｡ＳＢ

Ｏ２の断面測量。ＳＢＯ２の床面において、中央部でpitを検出す

る。この遺跡の海抜を出す。３５ｍ87ｃｍ７mm。松山市松末町より

（橋）の手前、建設省基準ポイントより引く。（大山・西尾)。

今日までの出土遺物を運搬する（桑原→古照)。

Ａ区平板測量（松村・石田）脇。祝谷古墳確認調査（午後)。

森・大山・西尾。

Ａ区平板測量脇．ＳＢＯ４及びＥ区～Ｆ区を重点的に遺構検出

にかかる。

ＴＰ及び火葬墓の断面図作成。ＳＢＯ４完掘及び平板測量と断面

図作成。

Ａ区全面測量市(松村･大内)｡本庁にて調査について午前
中打合せを行う。天山調査について検討する。

Ａ区全面測量(平板測量市)を実施する｡B区の断面測量を
する。ＳＢＯ１、ＳＢＯ２の床面断面図を作成する。

Ａ区全面測量(平板測量命)6本日にて発掘調査を完了する。
電気ビルKKに対して、本日付で調査完了通知を行う。

土器整理作業（桑原高井遺跡）（洗浄・復原・注記作業）

（作業→古照資料館・松村)･祝谷の古墳調査準備(西尾･越智）

他、資料館にて実測、トレース原図作成作業。

(西尾幸則）
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桑原高井遺跡における発掘区内で検出されは遺構は、第28図に示すものであるが、主

な遺構をあげれば、竪穴式住居杜（ＳＢＯ１～ＳＢＯ５）が検出されたが、内ＳＢＯ３は、発掘区

域外にその遺構の主要部分を残したもので、住居杜であることの確認はできた遺構である。

また、溝状遺構（ＳＤ）は、図示されるものの外に数条あり、いずれも北から南へ走行する溝

を検出した。さらに第35図に見るＳＤＯ５及び06の溝には、青灰色の土壌を含むもので、

SDO1～04に見る溝状遺構とは明らかに異なる時期の遺構である。

土塘状遺構ＤＫ１～１０を検出した。ＤＫの時期的な面では、出土遺物により３～４の時期が

一一一一一一一三

戦剛

＠

２ ●

ＴＴ

1０５０

Ｇ

５遺構の概要

、

ＳＢＯ３0３

Ａ Ｂ Ｃ ＤＥＦ

第28図桑原高井遺跡発掘区遺構全測図
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１１

１－

６検出きれた竪穴式住居土止遺構
、

８－

（１）１号竪穴式住居辻（ＳＢＯ１）

１号竪穴式住居杜は、主軸方位を北11度東に採る入口を

南面に持った１辺５ｍの方形住居杜である。住居の東北隅

には、入口部同様の造り出し部分が見られる。この造り出

し部には、粘土塊が大量に検出された外に、灰及び木炭の

細片を含んだ堆積層であった。さらに、造り出し部分の一

隅には、煙道と推定される幅60cmの長径130cm、深さ15ｃｍ

が検出されている。住居の主柱は４本の他にＰｌ・Ｐ３・Ｐ４

が検出されている。これらの柱穴は、シルト層の地山面の

床面より、さらに60～80cmの掘り込みとなっている。また

壁面に周溝が認められるが、一部に検出不能な部分もある。

主柱Ｐ４・Ｐ５側に､床面よりわずかに高く造られたベッド状

遺構がある。

．第２9図のＡ－Ａ’の断面に見られるように、入口部に

２段の溝をつくり、床面部分に造られた溝は、ベッド状遺

構の前面に造られた周溝とが入口部の水も集めるためＰ２

の傍に掘り込まれたピット状遺構に、雨水溜の機能をもた

せたものと推測される。断面Ａ－Ａ'とＣ－Ｃ'に見られるよ

うに、床面は実によく平担化された状態にあった。床面に

は、図示されているように床面にはりついた木炭が検出さ

れたことにより、火災による住居の廃絶と見られる。住居

内での遺物は、ＫＤの土塘状遺構において集中的な什器類

1０－

７－
９－

６－

８－

５－
７－

４－

３－

考えられ、一時期の土塘としてはＤＫ４．５と、ＤＫ６．７

・８に、ＤＫ２．１．９が区分される。また、これ等の他に

火葬墓（ＴＰ）が検出されている。

２

２－
４－

５ｍ

３－

、
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第31図２号竪穴式住居杜の断面実測図



の検出を見たが、これと同様の土器の出土を見たものに、前述の粘土塊を検出した煙道をと

もなう造り出し部の遺構部よりの出土である。

（２）２号竪穴式住居祉（ＳＢＯ２）

２号竪穴式住居祉は、主軸方位を北15度東に採り、入口部を南西に採る住居遺構である。

住居遺構は、中心柱Ｐｌの他に６個の柱穴が検出された。壁面はわずかに六角形を思わせる

円形プランの掘り込みが見られ、壁面と柱穴間の床面は、中央部につくられた床面と比高を

異にした、ベッド状の床面となっている。さらに、ベッド状床面と壁面との間には周溝をめ

ぐらしている。第30図に見る柱穴の心心間距離はＰ２－Ｐ３で270cm、Ｐ３－Ｐ４で270cm、Ｐ４

－Ｐ５で250cm、Ｐ５－Ｐ６で250cm、Ｐ６－Ｐ７で210cm、Ｐ７－Ｐ２では240cmとなっている。中央部の

柱穴Ｐ１は､周囲の柱穴との相対する側の柱穴と結ばれる直線上にはなく、わずかに住居の中

央位置とも離れた位置にある。さらに、それぞれの柱穴のもつ、相互の柱穴との対応する角

度は、Ｐ２で133度、Ｐ３で118度、Ｐ４で115度、Ｐ５で132度、Ｐ６で130度、Ｐ７では116度であ

る。

各相対する柱穴位置における竪穴の数値は、Ｐ２～Ｐ５位置で780cm、Ｐ３～Ｐ6位置で800cm、

P4～Ｐ７の位置では820cmとわずかに異なる数値が、各柱穴間の断面距離となった。だが、８

ｍの数値を取る竪穴式住居と見て差し支えはないと思われる。

第31図の断面図に示されるように、１号竪穴式住居程の床面整地ではないが、平坦な

床面構成となっている。Ｐ,の柱穴以外の柱穴は、６０cmの掘り下げとなって共通している。

炉祉は住居の中央部に検出されたが、入口に面した側にやや肩した位置につくられている。

検出された遺物の多くは土器であるが、内でもＰ２～Ｐ５に至る間の､ベッド状遺構を有する場

所に遺物が多く、また､第30図に示す作業石(Ｓ)がある。石質はいずれも砂岩である。特

に集中的な遺物の出土は、ＫＤ２の土塘より出土した什器類である。

この竪穴式住居も、１号同様に床面に多量の木炭を残すことから、火災による廃絶した家

屋とみられる。この２号住居杜前方３ｍ位置に円形プランの一角をのぞかせた、３号住居杜

がある。

(3)４号竪穴式住居杜（ＳＢＯ４）

４号竪穴式住居杜は、第32図に示す住居杜であった。主軸方位を北17度に傾きをもつ

住居である。住居の入口部は明確でないが、南面する住居の西南部に採るものと推定される。

住居は１辺510cmと550cmとわずかに歪みのある隅丸形の方形プランである。主柱は４本で、

それぞれの柱穴の心心間距離は、Ｐ１－Ｐ２とＰ３－Ｐ４は220cm、Ｐ２－Ｐ３とＰｌ－Ｐ４では240cmと

同一の数値が得られた。また、炉祉は４本の主柱の中央位置より、東側に偏した位置に検出

された。本住居杜ではＡ－Ａ′・Ｂ－Ｂ'の断面図にも見られるように、竪穴と見るべき程の掘

－６５－
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り込みはなく、地山面より極く僅かに凹味を感じる程度の掘り下げが見られる遺構である。

４号で特に注意をひくものに、柱穴の掘り下げが１．２号より浅く、Ｐ３の柱穴以外は40ｃｍ

の掘り下げである。また、今一つに、周囲の壁面部分に二段の掘り下げが、ごく僅かに見ら

れる一方、壁面部分に粘土が検出される点である。特に顕著な部分については、第32図

。

ＳＢＯ５
２－

、

Ｐ１

Ｐ１

。
１－

ｍ

第32図４．５号竪穴式住居土Ｉ上の平断面実測図
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に破線でしるしたが、四壁面共に共通した状態であった｡因みに、壁面部分で検出された粘土

は、地山である床面とは明らかに一層を挟む層序であった。

以上のことから、隅丸方形の内径の計測数値は460cmと520cmとなる。この数値に前述の

柱穴の心心間距離を合せると、４６０：220cmと５２０：240cmとなり、共に％に満たない数値とな

る。また、柱穴の深度と周辺部の壁面での様相を総合すれば、周囲の壁面に立ち壁を造り付

けた住居とも推定される。立ち壁を造り付けることによる柱穴の深度の変化と想定すること

は可能であろう。

(4)５号竪穴式住居杜（倉庫状遺構）（ＳＢＯ５）

５号竪穴式住居杜は、長軸の主軸方向を東15度北にふる東西の方向にある。竪穴の長辺

380cmと短辺260cmで、竪穴のほぼ中央部に柱穴Ｐｌを穿っている。

Ｂ－Ｂ'断面図にみられるように、名ばかりの掘り方を採る遺構である。第32図に示し

ているごとく、竪穴の乾の位置は特に他の部分より固く、しかもやや凹地化した隅が確認

された。この踏み固められた位置が当遺構における出入口として判断される。

中央部に一穴を穿つことや、出入口がＳＢＯ４に近い位置にある処から、竪穴式住居（ＳＢ

Ｏ４）に付随する遺構として理解した。室内からの遺物の出土状況から見ても(土器)、いずれ

も復原可能な出土状況で検出されるところからも、倉庫的機能をもつ遺構と見たい。

７土壌状遺構と土壌墓遺構

第33図は、Ｂ４グリッドで検出された土塘状遣構で、いずれも土師式土器片を多量に出

土した土塘である。この他にＢ１とＣ１のグリッド出土のＤＫ５．ＤＫ４が先行する時期と考え

られる。土壌はいずれも100～150cm以上の長径のものであり、短径は70cm前後の長楕円形の

舟底形の掘り方を持つものが主である。深度はいずれも浅くＤＫ４では、掘り方を認めがた

い程の土塘状の遺構である。第33図Ｂに出土状況を示すように完形に近い支脚形土器

（図版第39図）をはじめ、多くの土器を出土する割に、この遺構側面は図版第39～40図に見

る浅い凹味を示す程度の土塘で、周囲には作業石や粘土塊なども検出されるところから、屋

外における作業場とも推察される遺構である。ＤＫ５で出土した砥石と香炉形土器が（図版第

40図中央）ある。この遺物が何を物語っているかは不明である。

（１）土壌墓遺構

土墳墓遺構は、第33～37図に示すＴＰ１～ＴＰ２０の遺構である。ＴＰ（thepit）は、長

方形のものをはじめ楕円形や帆立貝状のものも検出されているが、大多数は円形の掘り方の

ものである。掘り方の規格も不揃いのものが多く、統一されたものは見あたらない。これら

－６７－
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（２）土壌墓遺構と火葬墓遺構

土塘墓遺構としては、第34図のＴＰ１～７と、第35図のＴＰ１７．１９，第36図ＡのＴＰ２０で

ある。

火葬墓遺構としては、第34図のＴＰ８～14、第35図のＴＰ１８、第37図のＴＰ１５．１６で

ある。

土墳墓の断面は、第36-Ｃ図に示すＴＰ１の断面図のごとくである。これらの土塘墓

の掘り方は、規模的には長方形・円形に区別されるが、深度はいずれも浅いもので25cmから

深いものでは60cmという範囲の掘り込みとなっている。これに対して火葬墓は、いずれも地

山面を10cm程度に浅く、しかも凹面状に掘りくぼめたものである。

土塘墓の内、副葬品をともなうものに第36-Ａ図のＴＰ２０がある。ＴＰ２０はさらに第

35図に見る位置で検出された遺構であり、直径60cmの円形土塘墓であり、掘り込みは3０

ｍ

第33図Ａ)溝・土塘状遺構の実測図 Ｂ)遺物出土状況図

をＴＰとした根拠は、いずれも図版第41図の５．６に示す歯牙のみを検出するものと、図版

第42図に示すＴＰ６では、石枕をともなった土拡墓から、同図版中央に見えるＴＰ３のよう

に中央部のみ長方形に掘り凹めた小穴を掘るものなどがある。

－６８－
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ｃ､の素掘であった。副葬

品は円形に掘り込まれた

東壁面位置に２個の土師

皿を埋葬しており、本遺

跡における唯一の副葬品

を伴う土墳墓である。そ

の他に、石枕を伴う土塘

墓が第34図に示すＴＰ６

である。ＴＰ６は南北に

70cm、東西方向で60cmの

やや楕円形の素掘りの土

壌墓である。深度は30ｃｍ

と中位の掘り方を持つ遺

構であった。石枕は短径

で南北方向の北壁面に人

頭大の硬質砂岩を利用し

たもので、三角形の自然

石の一部を打ちかいで凹

みを作り出したものであ

る｡(第38-Ｂ、図版42図

上参照)。

長方形の掘り方をも

つ遺構の内ＴＰ１は、第

36-Ｃ図に示すものであ

る。土塘断面にみられる

粘土層が遺存することか

らみて、被葬者の埋葬後

に、粘土による密閉行為

がほどこされたとみられ

る。埋葬は木棺を使用し

たと推測される鉄釘の出

土があった。これらのタ

イプに属するものには、

ＴＰ１９．２２があるが､北に
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枕位置を取る22の他は、東に枕位置を取るものであった。ＴＰ１９．２２ともに鉄釘の出土があ

り、木棺直葬であろう。人骨その他については、遣存度が低くわずかに歯１．２点を出土す

る程度であった。

火葬墓は、掘り方も浅く土塘の閉塞行為もみられない墳墓の割には、図版第41～42図にみ

る歯牙の遣存度は良く、しかも遺構の掘り方はＴＰ２１を除いては、すべて円形のピット状の

浅い掘り込み方法を採っている。（第36-Ｂ図）。火葬墓はいずれも木炭と細片した骨片と

歯牙のみである。骨片はこれまた共通して肩平なもののみである。この様な出土状況の内で、

歯牙はいずれも安定した出土状況にあった。また、ＴＰ１の士墳墓遺構において、挿図第３６

－Ｃ図中央部資料にみられるような、火葬墓遺構ＴＰ２３が上部遺構として検出された。この

遺構は図示されていないが、ＴＰ２３遺構である。

以上のことから、土墳墓と火葬墓との時期的な関係はＴＰ１土墳墓において明らかに、火

葬墓より先行する遺構であることが判明したが、小規模な円形土墳墓については、火葬墓と

余り大差のない時期における墳墓と見る。しいて差を求めるならば、挿図第36-Ｂ図にみる

土塘の断面に示される掘り方と、若干の埋葬遺物の出土をみたことであろう。いずれにしろ

大差なき時期とはみながらも、二形態をもつ埋葬であることに変わりなく、円形の土墳墓を

実施した埋葬時期と浅く掘り凹められた長方形ないし円形の土墳墓に火をはなった火葬墓の

時期とに別れる。火葬墓を実施した時期と、第38-Ａ図にみられる、ＦＰ遺構との関係

があるかどうかは不明である。ＦＰ遺構は、焼土と木炭及び灰層をもつ直径140cmに火葬墓と

－７２－
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第38.--Ａ図焼土遺構と小規模な掘り穴遺構

←

ＴＰ１２ ＴＰ１３

Ｎｗ、冬二ｒＥ一一~~一一
ＴＰ６Ｓ

第38-Ｂ図ＴＰ６と火葬墓断面図

同様の浅い掘り込みをもった焼土遺構であるα焼土遺構の周辺には不規則な小穴遺構が検

出されているが、等尺による割出しもできないピット群である。これらのピットには２～４

の連結した小穴を穿ったものも検出されている。この小穴群の中央位置に前述の焼土遺構が

あり、検出された火葬墓遺構からみると南面する位置にある。さらに火葬墓の内、長方形の

掘り方を採る唯一の遺構であるＴＰ２２は、ＦＰ遺構に最も近い位置にあり、その他の円形の遺

構はＴＰ２２の後方に群がる状態で検出された。ちなみに本遺構の南面する約100ｍ位置に、

中世末期の桑原城祉の碑がある。碑には、菊森城主三好長門守源秀吉霊と銘記され、昭和２

年再建の碑文は、桑原出雲坊本姓平成称城主和泉守越智宗賢桑原城主而桑原寺開基也が銘記

されている処から、この城祉に関係する遺構であろうとも推定され、これら円形の土塘墓な

いし火葬墓群の、よって立つ遺構の規模からして、また出土状況からしても首塚とみられる。

中世末期の乱世を切り抜けた各武将達の遺構と推察される。

－７３－
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(3)その他の遺構（粘土採集遺構）

桑原高井11次調査により検出された遺構である。図版第44図に示すごとく、粘土の採集は

大きく３区分帯に分かれて採集されていた。同図版最上段にみられるように、良質の粘土を

求めて採掘されている。また、壁面に残された鋤吐が明らかな部分もある。

粘土採掘の深度は浅く最大70cmである。ちなみに当地域での粘土層は120～140cmの層厚を

もつ地層断面であった。

８検出された遺物(図版第39～42図）

（１）ＳＢＯ１の出土遺物

髪形土器

ＳＢＯ１の遺構で、出土した妻形土器は５個体を復原した。第39図に示す５．６．７．９．

１０である。

５は、釣鐘形をした土器で底部は尖底で、体部に平行叩き目文を全面に施した、器壁面

は平均化されている。内壁面は縦走向に櫛目文が見られ、くの字口縁の内面は斜向の櫛目痕

があり、頚部に弱い稜がある。平行叩き目に直交するカキ目成形が、肩部より底部にかけて

深さを増す擦痕となっている。色調は暗褐色で焼成はよい。器高16cm、口径13.5cmで、胎土

に多量(0.3mm以上)の粗粒子を持つ。

６は、上げ底の底部から、大きく３段階に肥厚を減じ、壁面は基底部で大きく外反したの

ちは、ゆるやかに内雪気味に立ち上がり、頚部で再び外反して口縁部をつくる。口唇端は丸

くおさめている。体部は内外面共に縦走向のへラ磨研による仕上げになっている。口辺部の

内部は横走向のへラ磨研となっている。外面はナデ仕上げである。器高９．８cm、口径８cm、

底部３cm。

７は、底部は尖底でやや肩張りのある土器で、壷形とも見られる土器である。器厚は、体

部の内壁面を指頭によるナデ上げ成形による不均厚である。指頭ナデは３段に行われている。

尖底の底部位置に一段と凹みがある。体部の器表面では、頚部に指頭圧痕を，巡し、下部に

は斜行の平行叩きを、中位には平行叩き目を、基底部には平行叩きに縦走向の搾痕がある。

指頭痕で生じた有段の頚部を持つ以前に、ナデ仕上げが口辺部にある。口辺部内面は縦走向

の櫛描き成形となっている。器高15ｃｍ・口径11ｃｍ・胴部最大径13cm。

９は、７同様に尖底土器で、５よりやや胴張りの強い雲形土器である。体部の内壁面は頚

部から肩部にかけて、器表面は頚部から基底部にかけて、共Iこへラ磨研が横走卿向に施されて

いる。基底部から底部にかけては、縦走向に搾痕がある。〈の字口縁の内壁面は縦方向に櫛

描成形が施され、外面は横走向の刷毛目仕上げである。焼成は良好で、色調は黒褐色の胎土

－７５－
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に粒子を多く含む土器である。器高14.4ｃｍ・口径10.3ｃｍ・胴部最大径12cm・

１０は、平底４．５cmから外傾したのち、内壁部に大きくくびれを取って立ちあがり、肩部で

僅かに内湾したのち、頚部で大きく外方にくの字状に〈びれた、〈の字口縁をつくる。口辺

部内面は斜方向に櫛目調整がみられ、体部の縦走向の櫛目調整との合致点には弱い稜をなす。

口辺部外表面は、入念な横走向のへラ磨研による仕上げである。体部は縦走向に櫛描成形が

頚部から底部にかけて施されて、器表面は均衡である。口径14.4ｃｍ・器高18.2cmで胴部最大

径14.5cmである。口縁部と底部中央位置で１cmのずれがみられる。

浅鉢形土器

浅鉢形土器は１～４の遺物を検出したが、鉢形土器と碗形土器の差異について、種々論ず

る処であるが、ここでは一括して取り扱った。

１は、平底の鉢形で口縁部に横走向のへラ切りが施され、内外面は共に縦走向のへラ磨研

仕上げとなっている。口縁部の外縁部のみ横ナデ仕上げとなっている。胎土に粒子を多く含

む、口径13cm､．器高６cmで焼成よく色調は茶褐色である。

２は、器高12ｃｍ・口径11.8cmで、平底の底部は尖底の底部を叩き成形による作りである。

肥厚した底部より徐徐に肥厚を減じながら雪曲して立ちあがり、内外面共に入念なへラ磨研

仕上げである。

３は、１と同様に壷形土器の平底である。口縁部横ナデによる凹味がみられる。内壁面は

斜行する櫛目成形が入念に施されている。外表面Iまへラ磨研である。口径13ｃｍ・器高５．８ｃｍ

底部は３．５cmである。焼成は良好で全体に茶褐色である。

４は、１～３と異なった色調と造りである。平底の底部からわずかに立ちあがったのち、

内奪気味に外向にのび広がった浅鉢である。外表面は口縁部をのぞいて、他は平行叩きが施

されている。拓影にみられるように縦走向の３条ないし４条の擦痕がある。内壁面は指頭に

よるナデ上げがみられる。機能的な面から施されたものか否かは不明で、指頭大の凹みが底

部にある。本器の両壁面には縦割れのめ〈らひびが無数にみられる。色調は１～３と異なり

黒色で、胎土には多くの珪岩粒子を含む。口径10.8ｃｍ・器高13.4ｃｍ・底部３cmで焼成良好で

ある。

蓋形土器

第39図の１１は蓋形土器で、内壁面と口縁部Iまへラ磨研である。天井部は指頭による、

つまみ出しによるつまみがある。天井部より外析して広がったのち、内窒気味に立ち上がっ

たのち、再び外折した口縁部をつくり出している。口縁部にわずかにそりがみられる。口径

21.6ｃｍ・器高12cmで天井部から体部一面を縦走向に櫛描きが施されている。口縁部横走向の

ナデ仕上げとなっている。焼成はより黒味をおびた茶褐色である。

－７７－
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(2)ＳＢＯ２出土の遺物

第40図はＳＢＯ２出土の土器である。壷形土器から雲形土器・深鉢形土器・浅鉢形土器・蓋

形土器・碗形土器が検出された。他に第42図の４９．５０の支台形土器がある。石器類としては、

入口部と炉祉のそばに置かれていた作業石と砥石がある。

雲形土器

１３～16と１９．２０．２２は髪形土器である。

１３は、平底の底部で立ち上がった後、内湾気味に立ち上がり、胴部最大径の中位をすぎる

あたりで、くびれて内傾して頚部を造った後、外方向にくびれて、〈の字口縁をつくる。口

唇端面は丸くおさめている。頚部内壁面Iこはへう切りによる稜が残されている。体部の内壁

面は横ナデ調整である。口縁部は内外面共に横ナデである。体部は縦走向の入念な櫛描き成

形である。

１４は、丸底の雲形土器である。胴張りの最大径は中位以下にある紡錘形である。器厚は底

部をのぞきやや均等厚である。口縁部はわずかに凸面に感じさせる。頚部内壁面には13同様

のへラ切りによる稜をもつ。体部の内壁面は縦走向のへラ磨研で仕上げられている。体部表

面は交差する櫛描成形が全面に施されている。口辺部は内外面ともに横ナデ仕上げである。

１５は、わずか２cmの平底で、体部に明らかに４段の輪積手法が残された。内壁面は指頭に

よるナデ上げ仕上げとなっている。体部表面は平行叩きしめ痕が､基底部より頚部間に施されてい

る。平行叩き目文を縦走向の櫛描きによる成形を施している。口辺部はわずかに外湾して、

そり身のある口縁部をつくる。口唇端面に弱いへラ切りがみられる。器形は14より胴張りの

少ない均衡のとれた土器である。口径9.8ｃｍ・器高27ｃｍ・胴部最大径12cm。

１６は、２．８cmの平底で、口径と底部中位では１．２cmの歪みがみられる。頚部は13～15より

すぼまりは大きく、さらに口縁部は大きく曲折してやや外湾する。口唇部はへう切りによる

端面をつくり出している。内壁面及び口辺部は共に横ナデ仕上げである。体部表面には中位

に焼煙が付着している。頚部から中位にかけては、縦走向の櫛描きと斜走向の櫛目がみられ

るが、中位から基底部にかけては箆切り成形である。口径11.5ｃｍ・器高22ｃｍ・胴部最大径１５

cmで焼成は良好である。

１９は、胴頚部の欠損遺物で、肩部の内壁部に指頭による押圧された列点文がみられる｡器表

面はへう磨研である。口縁部内面にわずかに凹面を感じさせる。頚部に稜をもつ､口径13cm。

２０は、口縁部は欠失する土器である。平底の底部より大きく内湾して立ち上がったのち、

垂直に立ち上がり頚部でのすぼまりはなく、外反する口縁部が続く土器である。頚部では明

瞭な稜をなす、内外面共に斜行の櫛描きによる調整がみられる。内部は灰褐色であり、色調

は帯赤燈色で焼成はよい。

－７９－



3６

3７

竜:雲而ゾ
3８

3９

雲
4０

０１０

－－〔、

悪

'''1…脈･'････Ｗ'Ｊ１▲

聯Ｉ

4２

4３

4４

4５

、、

4７

第42図土器実測図４

－８０－

4６

4８

4９

5０

に
5１

仁 ■

5２



２２は胴底部の欠損遺物である。底部はやや凹面に仕上げられている。胎土は全体に厚手な

つくりでしっかりしている。内壁面は黒色で櫛描成形である。器表面Iまへラ磨研である。

壷形土器

１７．１８は壷形土器である。

１７は、底部を欠失するが、球形の胴部に疎ﾘ肌状の口辺部をもつ土器である。ロ辺部は櫛描

成形ののち、横ナデ仕上げとなっている。体部には縦走向の櫛目成形をわずかに残す程度の

横走向のへラ磨研による仕上げとなっている。色調は雲形土器より帯赤している。

１８は、１７と同様の土器であり、器形及び手法も類似している。

深鉢形土器

２８と29は共に底部は欠失しており不明であるが、いずれも丸底であろう。２９にみる焼煙付

着状態からみて、土鍋として使用した可能性が強い土器である。口径部長より胴部最大径が

小さい土器で、輪積み手法による成形がみられる。内壁面には無数の指頭押圧痕がある。器

表面は共に斜走向の櫛描き成形がみられる。口径は28で10.8cm，２９では10cmとわずかに異な

る。口辺部にもわずかに異なりをもつ土器である。

浅鉢形土器

第40図の30～33と、第42図の36～38が出土している。

３０は、台付坑を思｡わせる。平底底部から基底部で外方向に立ち上ったのちず大きく外折し

肥厚を徐々に減じながら内雪して、丸くおさめた口唇端部をもつ土器である。内外面は共に

縦走向のへラ磨研である。口縁部直下に僅かに凹線を１条めぐらしている。焼成時に生じた

縦走向のひび割れが、器表面に無数にみられる。口径12.6ｃｍ・器高６ｃｍ・底部４cm。

３１は、平底の基底部は僅かの間直立したのち外折して、内湾気味に立ち上がった土器で、

内外面は共に櫛描きによる成形が残されている。器表面では櫛描き成形ののち斜走向の搾痕

が全体に付けられている．色調はチョコレート色である。口径９．２ｃｍ・器高６ｃｍ・底部２．６

cm・焼成良好である。

３２は、口唇端に平面をなす土器である。内壁面には櫛歯による縦走向の成形が入念に施

されている。器表面は縦走向の箆磨研による仕上がりとなっている。口径８．８ｃｍ・器高４ｃｍ

で焼成よく、色調は茶褐色である。

３３は、３２と同様の器形をなすが、３２より胎土の器厚が不安定な造りである。口縁直下の内

外面に僅かな凹帯面がみられる。内壁面は凹帯面の下部を斜行に、調整具幅２．２cmの櫛状工

具による斜走向の成形となっている。器表面は平行叩きしめ文が、凹帯面部をのぞき施され

ている。叩きしめ後、縦走向に櫛による成形がみられる。焼成もよく、色調は32に類似する。
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口径11.4ｃｍ・器高６．５cmで中位の什器である。

３６は丸底に近い、僅かに平底を示す土器である。基底部での外折はなく、大きく外方に開

きながら、やや内雪した肥厚の大きい土器で、口縁部でにわかに薄くなり、直立する口辺部

をつくりだしている。内壁部は放射状に櫛描き成形と、口辺内部位置では横ナデとなってい

る。器表面は33同様に、平行な叩きしめによる成形痕が残る。口辺部は内壁部同様に横ナデ

仕上げになっている。

３８も、３６同様の叩きしめ工法を採る土器であるが、内部は斜向の櫛描き成形の後に指頭に

よるナデ上げの中位部と、体部では幾分斜向する叩きとなっている。

３７は、３０と実に類似する土器である。

蓋形土器

２１は、天井部は平底形で僅かなつまみ部の立ち上がりがみられる。体部は大きく湾曲し球

形に近いふくらみがある。縁部はＬ字に外折して、周縁端部は丸くおさめている。体部と周

縁部では内・外面で稜をなしている。仕上げは、内外面共に櫛状施工具による縦走向の手法

で統一されている。器高４ｃｍ・口縁径14ｃｍで焼成は良好な茶娼色な仕上がりとなっている。

（３）ＳＢＯ３の出土遺物

ＳＢＯ３の出土遺物は少なく、第42図の41と47である。

４'は、浅鉢形の土器で丸底である。基底部から丸底の底部には平行な叩きしめが残されて

いる。口縁部は横ナデ仕上げであるが、体部は指頭による縦走向の指頭ナデ痕が残されてい

る。内壁面は、肥厚な丸底から大きく内湾しながら肥厚を減じた碗形である。内壁面は20歯

の櫛状工具による成形が底部から中腹部にみられる。口縁部から腹部にかけては、斜走向の

櫛描きによる成形が整然と一周している。焼成は良好であるが、器表の指頭痕の下部と上部

に亀裂がみえる。口径12.6ｃｍ･器高7.4cmである。

４７は菱形土器である。底部は２cmの平底を呈するが、胎土の様相からみて箆切り底である。

基底部のくびれは殆んどみられず、大きく内湾しながら立ち上がり、中位付近から徐々 に、

しかも僅かに内傾したのち再び外反して口辺部をつくる。口辺部は内外面共に櫛描きによる

仕上げである。ただ内面では、へラ切りの後斜走向の櫛描きとなっている。器表面では頚部

から胴部にかけては櫛描きを、胴部から底部にかけてはへう磨研である。内壁面は実に荒い

へラ描き（ヘラケズリ）が残されている。内部色調は黒色である。口縁径14.5cm･器高15cmで

ある。胴部最大径14cm。
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（４）ＳＢＯ４の出土遺物

浅鉢形土器

４０はＳＢＯ４出土の土器である。ＳＢ出土の同形の土器では最も秀逸な遺物である。平底で

基庭部で直立した高台をつくりだしたのち、外折して内湾気味に肥厚を減じつつ、立ち上がり

は口唇端で内傾し、丸味をもった口縁部を造り出している。内外面は共に僅かに横ナデを行

い、器表面には斜行する平行叩き目が全面に残されている。内壁面は最大,3歯を数える。櫛

状工具による交差する成形痕がある。

４４は、丸底の土器で坑形土器とみるべきであろう。肥厚な底部より器厚を保ちながら内湾

気味に立ち上がり、口辺部で肥圧を減じて口唇端面を丸くおさめている。内壁面は指頭ナデ

上げによる成形を残して、口唇部のみ横ナデとなっている。器表面は底部から中位をすぎる

付近までは、平行叩き目文が施されている。口辺部は横ナデ仕上げである。口径９ｃｍ・器高

６．４cm。

壷形土器

４３は、口頚部を欠失した胴底部の遺物である。直径２．５cmの平底の底部から外反したのち

内窒気味に立ち上がり、中位をすぎる付近ですぼまりをみせている。頚部を欠失するため、

すぼまりの度合いは不明であるが、壷形土器と判断される。表面は胴部最大形から底部にか

けてはへう磨研仕上げとなっており、頚部では縦走向の櫛描きである。内壁面は、底部付近

では２段の指頭ナデが見られ、他面は斜走行の櫛描きによる成形である。内壁面に輪積痕が

残されている。

（５）土壌状遺構出土遺物

浅鉢形土器

３９と４２．４５．４６が検出されている。

３９はＤＫ１で検出された土器で、器表面に凹凸の多い指頭痕を残した遺物である。

４２は、ＤＫ２で検出きれた口径18.2ｃｍ・器高８cmの丸底風の肩平な土器底部である｡器表面

に２～３段のへラ剥りの成形痕を残している。口径端は水平な平面を保ち、僅かに肥厚して

いる。内壁面は入念なナデ仕上げである。口辺部には交差する櫛描き成形がある。

４６もＤＫ２で検出された遺物で、口径12ｃｍ・器高7.6cmの丸底である。器面は内外面共Iこへ

ラ切り成形が施されているが、内部口唇部に横ナデがみられる。

ＤＫ３出土の45は､尖底の土器である。基底部付近に平行叩き目文を、体部はへう磨研を縦

方向に施している。口縁部は横ナデである。内壁部はナデ仕上げを全面に施し、僅かに口唇

部に櫛描きが残っている。肥厚状況はいずれの土器とも異なり、胴部で外方向に肥満するが、
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口辺部では肉薄化されている。口径10.4ｃｍ・器高６cm。

土墳墓出土の遺物

４８は、香炉形支脚土器と仮称される土器である。脚部は不規則で不揃いな長短の足脚を、

つまみ出す手法により作り出している。香炉形とはいえ断面にみる臼形で手ごね土器である。

半円形の焼香部は、丁寧な指頭によるナデ仕上げである。上端は水平な面を幅広くつくり出

し、口唇端の外縁部は僅かに箆切りされ、耳取りがみられる。器表面には大きく３段に指頭

押圧痕が残されている。香炉と判断された要因は、口唇端面に付着した放射状の焼煙が立証

するからである。出土状況は図版第40図中にみるように、砥石と共伴している。器高７ｃｍ・

焼炉径９ｃｍ・脚部幅（広がい）11.4cmの遺物で、当地方では初見の土器である。

土塘状遺構（ＤＫ４の一括遺物）

壷形土器

挿図第41図の２３．２４は壷形土器である。

２３は、平底４cmの紡錐形の胴張りをもつ土器で、僅かに基底部にふくらみをもつことによ

り、安定感を感じさせている。頚部でくの字にくびれて口唇端は箆切りによる。口辺断面で

垂直な端面をつくる。体部は二段の輪積手法による技法がとられて、内壁面では横ナデ調整

後も判断できる状態である。器表面は基底部は横走行のへラ磨研である。この上段部第２輪

積付近までは擦痕による成形が残る。中位から頚部にかけては、斜行する平行叩き目文が明

瞭に残されている。口辺部はややふくらみのある隆起がみられる。口唇端面でのへラ切りに

よる口唇端部に乱れがある。頚部内面では明らかに稜をなす、肩部には口頚部の継手が残さ

れている。口径（内径）13.8ｃｍ・器高24.2cmで、輪積高は５～６cmとなっている。

２４は、長頚壷形土器である。基底部から下部を欠失しているため不明である。長頚は肩平

な胴部に長頚部を接合させている。実測図に接合状態を示している。体部は３段による輪積

手法と推察される。１段の底部をなす部分は欠失しているが、他遺跡の遺物を総合して、乳

頭状の貼付け底部を有する丸底の底部であろう。２段目の輪積の内壁面は、斜走行の櫛歯成

形である。３段目の輪積は指頭による成形が見られ、また一方、指頭に一定のずれが見られ

る。

この指痕からしてある程度、挿入口がすぼめられた状態がうかがわれる。頚部を挿入する

ための体部の切り込みは、鋸歯状の断面を取っている。この鋸歯状痕は、接合効果を高める工

夫と推察される。あらかじめの分離個体としてつくられた頚部が用意され、接合部は頚部外

径に合わせた切り込みとなっている。２４の遺物では、やや切り込みの円周が大きく、接合部

での頚部が0.2～0.3cmの突出した隆起帯をみせている。接合は器表面からのみ施されており、

内部の調整はみられない。器表面は入念なへラ磨研である。口縁部は僅かな横ナデにより口
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縁部になぞらえた長頚直口壷が正しい。口径10.2ｃｍ・頚部長９ｃｍ・器高17.4ｃｍ・体部最大径

15.4cmの赤褐色な焼成である。

浅鉢形土器

第41図25～27の遺物である。

２５は、当遺跡最大の土器で口径22.4ｃｍ・器高13cmの平底に近い丸底である。僅かに凹面す

る底部より大きく内湾気味に立ち上がり、口縁で僅かにすぼまっている。内壁面はナデ仕上

げの肥厚な土器である。器表面は斜行の平行叩き痕が僅かに残されている。ヘラ磨研が不充

分なためか、めくらひびの亀裂が生じている。焼成はよく、色調は帯黄禍赤色の土器である。

２６は、すり鉢状の鋸歯状文が施されている。平底の浅鉢で内部底面に施された櫛目文も、

他種の櫛描き文に比して、深くするどい櫛描き目文となっている。口縁部は内外面共に横ナ

デ調整となっている。器表面は粗野な縦走向のへラ磨研となっている。同系の器種と異なる

胎土肥厚を断面に示している。強固な土器であり、すり鉢の機能を有する土器であろう。口

径18.8ｃｍ・器高7.6ｃｍ・器厚1.2cmの底部に1.0cmの体部厚である。

２７は、２６に比べて全体的に花車な薄手の土器で、器表面は入念なへラ磨研である。内壁面

は口縁部の縦走向に近い櫛描き成形に対して、腹部は横走向の櫛描き成形である。口径17cm・

器高7.8ｃｍ・平底径5.8cmで焼成は良好で、赤褐色のチョコレート色に近い。

９若干の考察

遺跡の環境で触れた如く、桑原高井遺跡及び束本遺跡は、東野低位丘陵台地の麓に広がる

洪積台地にある。洪積台地は南面に緩斜面をなしており、台地南端部で川付川は当地域で西

流して、古くは桑原村と久米村の村境をなす。この南面する緩斜面には桑原樽味・桑原高井

・桑原小石原遺跡がある。さらに西に広がり、束本・小坂釜ノロ・中村一・二丁目遺跡が現

在知られている遺跡である。これらは近接する遺跡であるだけに、おのおの共通する文化的

遺物を伴出する一方、これらの遣?跡はまた各々が独立した集落形成を樹立しているいくつ

かの生活共同体があるやに思考される。本報告書の内、桑原高井遺跡と束本１１．Ⅲ遺跡は、

いずれも共伴する土器においては、同時期かもし〈は僅かに先行する遺跡としての出土遺物

である。

一方、竪穴式住居土止に見る遺構構造は、明らかに桑原高井遺跡における生活を主体とした

住居構築に対して、束本11遺跡における２基の竪穴式住居杜では、集落のよって立つ祭祁的

・集合所的遺構としての性格が濃厚である。更に、同遺跡内で検出された束本II遺跡におけ

る竪穴式住居杜ＳＢＯ１とＳＢＯ２である。両者は共に、特殊な規格を採る炉祉と位置について

は共通しているが、住居杜の平面プランは円形と長方形で異なり、住居の空間の造りにも大
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きく異なった構造が採られている。更にまた、出土遺物については円形竪穴式住居杜では、

僅少ではあるが文化遺物が検出されたが、長方形の竪穴式住居比では文化遺物は皆無であっ

た。

斯様に共に近接し、しかも同一的目的を持つ遺構と推察されながらも、竪穴の規格や主柱

の相違が見られる。また、長方形の炉祉を囲む形に円形の杭穴列を持つＳＢＯ１の炉1止とＳＢ

Ｏ２の炉祉では明らかに異なっている。この違いが那辺にあるかは、今後より多くの遺構が検

出されることにより解明される興味ある遺構であろう。桑原高井に検出された竪穴式住居杜

ＳＢＯ２では、束本II遺跡のＳＢＯ１とは共に共通する住居規格を持つ構築物であるが、住居祉内

にベッド状遺構と明らかに入口を示す位置がある。また、炉祉は最も効率のよい中央部に位

置している。さらに同様、円形竪穴式住居杜で主柱数を同じくする遺構としては、小坂釜ノ
① ②

口第１次調査におけるＳＢＯ３の遺構があり、中村町１丁目遺跡の１号住居i止がある。また、
③

石手川の北方（松山北部）においては、文京遺跡にみるＳＢＯ６・ＳＢＯ７の住居i止がある｡また

堀江方面における潮見ラドン温泉開発中に発見された遺構があり、先学者における見聞では

円形で、しかも直径10ｍ内外であったと教示されている。

弥生後期における松山平野での住居形態は大きく２分類される。一つは、方形を基本形態

とする住居杜と、いま一つは、円形を母:形態とするものとがある。前者は長方形と隅丸形に

変化を生じるとともに、隅丸においては方形と長方形にも見られる。ただ、現在までに調査

をみた限りにおいては、弥生後期にみられる床面を一段と高めた造り出しを有するベッド状

プランは、方形または長方形の竪穴式住居杜には検出例がない。これに反して、円形または

楕円形の住居祉においては、幅１ｍ以内の10～20cmの有段のベッド状床面をもち、床面は二

段構成となった床面が相反する検出数値を示す。一方、炉祉の位置については、方形及び長

方形の住居遺構において、中央位置よりいずれかの壁面に片寄を見るが、円形及び楕円形の

住居祉においては、束本11遺跡で検出された遺構以外では検出例がなく、初見の炉祉である

とともに位置からもまた初見である。

方形及び長方形の住居杜におけるベッド状遺構は、弥生終末期に大きく変化を見る可能性

が土器様相から推測される。ベッド状遺構は､円形及び楕円形に見られる。壁面を利用した造

りをなすものと、室内の床面を横割にする形をとるものとの二様式がある。

以上、検出された遺構より若干の考察を試みたが、何分にも検出例が限られることにより、

今後より多くの遺構をもって再度考察の必要性あるを渇望する次第である。

注①小坂釜ノロ発掘報告書②埋蔵文化財発掘調査概報③文京遺跡発掘報告書
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図版第35図発掘状況
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作業石

(桑原高井遺跡３）

図版第36図遺構の状況



ＳＢＯ４と０５の竪穴式住居杜

(桑原高井遺跡４）

図版第37図遣構と遣物１



手前ＳＢＯ２に続くＳＢＯ１～東方にてＴＰを検出

図版第38図遣構と遺物２

(桑原高井遺跡５）
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図版第39図遣構の出土状況と遣物
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全景
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形土器
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遺物出土

状況



王塘状遺構
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（手前）

掘り込み部分は

ＳＢＯ２である。

ＤＫ5出土の砥石と

香炉形土器

DK4で検出された

粘土塊

(桑原高井遺跡７）

図版第40図遣物の出土状況



噸
銀
笛
、
獣
輯

．
拶
鴬
識
涛
‐
剣

、
蹴
鞠
輯
磯
‐
謹

鮮
簿
密
器
一

撃
埼
電
；

戦鰹醗塑鯉僅職蕊灘日

画水圏の鶴
匙，鷺顎"．

図版第41図遣構と遣物の状況

為q

－１i懲鍵

』簿駐撫雰聴
葡

串』

識織鋳．．，‐

屯
塘

が
息
溌
癒
罪
”

溌
轍
・
巻
、
影
，
‐
が
、
笹
撰

謬
獄
…
鍋
為
齢
隆
密

偵

３癖心'藍
＆

(桑原高井遺跡８）

篭

‐
砧
踊
升
ァ

終
、
識
》
‐
蒼
奔
錘
缶
』

輔
謎
“

・
や
鍛
熱
蝉
』
韓
、

識
・

鑑

_一一*職響溌蕊
廠

霊聖

唱肘掛印､月



TP6における石枕

TＰ３の掘り方の状

況

中央部のくぼみか

ら歯牙を検出

TP14の掘り方

中央部には火葬骨

(歯牙)が検出され

た。

(桑原高井遺跡９）

図版第42図土墳墓と遣物



(桑原高井遺跡１０）

図版第43図遺構の出土状況
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構を南東位置より

SBO5とＳＢＯ４関係

位置をアップ
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接点付近に壁をお

もわせるものがあ

る。

焼土遺構に群がる

火葬墓群



中央部に見えるも

のは粘土塊

3個所に採集穴あ

り北面より写す。

北東より同遺構を

写す

(桑原高井遺跡||）

図版第44図粘土採集遺構
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図 版第46図遣物２

(桑原高井遺跡１３）
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(桑原高井遺跡14）

図版第47図遣物３
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図版第48図遣物４



三島神社古墳昭和47年（絶版）

天山．桜谷古墳昭和48年（〃）

長隆寺廃寺跡昭和49年（〃）

古照遺跡昭和49年（〃）

釜ノロ遺跡昭和49年（〃）

かいなご．松ヶ谷古墳昭和50年

国道バイパス概報昭和50年（〃）

岩子山古墳…（人物埴輪）昭和50年

御産所11号墳・忽那山古墳昭和51年（〃）

古照遺跡'’昭和51年（〃）

文京遺跡一弥生式土器編年図付昭和51年（〃）

来住廃寺跡昭和54年

五郎兵衛谷古墳昭和54年
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